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　”精
神
障
害
“
と
い
う
障
が
い
が
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
20
年
前
に
、
家
族
た
ち
が
行
政

等
と
連
携
し
て
開
所
し
た
の
が『
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
ろ
ん
ど
』で
す
。
主
に
精
神
障
が
い

（
統
合
失
調
症
・
発
達
障
が
い
な
ど
）の
方
た

ち
が
通
所
し「
家
に
い
る
な
ら
出
て
お
い
で
」と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、〈
チ
ャ
ン
ス
・
チ
ョ
イ

ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
〉で
き
る
場
所
と
し
て
就
労
の

機
会
、
交
流
や
相
談
が
で
き
る
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　毎
号
み
な
さ
ん
の
手
に
し
て
い
る
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
、こ
こ『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ろ

ん
ど
』で
封
函
さ
れ
、み
な
さ
ま
の
も
と
に
届

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
、
通
所
し
て
い
る
30
名
の
う
ち
20
名

近
く
が
、ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
関
連
事
業
・

N
P
O
団
体
の
チ
ラ
シ
を
毎
回
1
0
0
0
部

程
度

”帳
合
“（
封
筒
に
入
れ
る
た
め
に
印
刷

物
を
順
番
通
り
に
集
め
る
作
業
）し
て
か

ら
、”封
函
“
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
帳
合
作
業

中
は
立
ち
っ
ぱ
な
し
に
な
る
の
で
大
変
で
す

が
、み
ん
な
で
頑
張
っ
て
ま
す
！
ま
た
、
封
函

は
全
員
が
協
力
し
て
進
め
る
作
業
で
、ひ
と
つ

の
こ
と
に
み
ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、

と
っ
て
も
好
評
で
す
」と
所
長
の
高
田  

薫
さ

ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
す
。「
利
用
者
さ
ん
も
、

そ
れ
を
支
援
す
る
職
員
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
持
っ

て
い
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な

場
所
で
あ
り
た
い
で
す
ね
」

　黙
々
と
一
生
懸
命
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
み
な
さ
ん
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
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復興のチカ
ラ

Pick up 
復興をテーマに取り組んでいる地域活動団体をご紹介します

NPO
特定非営利活動法人

Noby  トランペット復興プロジェクト

　トランペット奏者でNoby（ノビー）の愛称で知られる長
屋伸浩さんが代表を務める「Noby  トランペット復興プロ
ジェクト」は、平成25年3月にNPO法人として認証されまし
た。震災当時から被災地でのコンサート開催や子どもた
ちとの音楽交流など、音楽をとおした被災者への支援活
動をおこなっています。震災前は、会社に勤務しながら趣
味でトランペットを演奏していた長屋さんですが、震災後
は、22年務めた会社を退社し、被災者を励ますため避難
所を回って支援活動をおこなうプロのトランペット演奏家と

して再出発しました。
　震災時に、二本松市へ避難し
た浪江町にソロ演奏のパート
ナーが住んでいたことで、「避難
者全員が他人とは思えなかった」

そうです。その想いは、やがて「避
難している方々に何かしたい」とい
う意識になり、そして、「やるからに
は、きちんとした形を作らなければ
と思い、組織的に音楽をとおして復
興を支援するNPO法人を立ち上げ
るに至った」と設立の経緯を語ります。
　しかし、震災後の間もない頃は、「演奏中に皆さんが涙
し、皆さんの悲しみの想いが伝わってきて、自分も辛くなり
演奏が出来なくなってしまった」と、長屋さんは当時の体験
を話します。「そうした悲しみを乗り越えて、演奏を続けてい
くうちに、避難者の方から逆に励ましの気持ちをいただくよう
になった」と振り返ります。避難所や仮設住宅を回ってコン
サートをおこなう中で、「これからも長い道のりだけど自分も
一緒に頑張るから明るい未来を信じて頑張ろう」と、お互い
を励まし演奏する曲や曲への思い入れも変わっていったそう
です。
　「Noby  トランペット復興プロジェクト」は、震災をきっか
けに今まで出会ってきた方 と々復興を見届けながら、今後も
音楽で被災者を励ます活動を続けていきます。

　表郷ボランティアネットワークは、旧表郷村の社会福祉協議
会が中心となって平成14年に設立した「表郷村ボランティアセ
ンター運営委員会」が前身のNPO法人です。「生まれてきてよ

かった、住んでいてよかった」と実感できる地域づくりをモットー
に、震災以前から県天然記念物「ビャッコイ」（水生植物）を保
全する活動や子育て支援、ボランティアの情報提供や活動支援
など幅広く活動をおこなってきました。
　しかし、震災を機に、瓦礫の撤去作業をはじめ仮設住宅の 
見守りなど、復興支援に重点を置いた活動を展開するようにな
りました。また、復興支援活動の一環として、2013年の秋から
毎年「福幸市」を開催しています。「福幸市」は、復興支援と風
評被害払拭を目的に岩手・宮城・福島の地場産品を販売して
いる表郷ボランティアネットワークが主催のイベントです。開催の
きっかけは、復興支援活動をとおして被災した地域の方 と々交
流する中で「前向きに頑張っていこう」という気持ちを共有した
ことから、イベントを開催したと事務局長の藤田さんは当時を振
り返ります。さらに「紹介した品物を手に取って、物産品などを
購入していただく。また、写真をとおして地域の情報を知っても
らうことが地域の復興へとつながっていく」と復興への想いを語
ります。
　これからも、表郷ボランティアネットワークは、復興支援活動
をおこなう中で交流のあった団体・組織とのつながりを活かし
て、表郷に愛着と誇りを持つ地域意識の向上や住民に安心と
安全を提供できる仕組みづくり、環境づくりを進めていきます。

平成25年3月26日認証

二本松市

白河市

平成22年5月28日認証

特定非営利活動法人

 表郷ボランティアネットワーク

被災地応援！歳末福幸市 2015▶

◀地域に元気と美味しいものを
　お届けする福幸市関係者

「震災の記憶を胸に被災者を励ます
トランペットの響き」

▲音楽でつなぐ復興の輪コンサート

▲音楽をとおして被災者を励ます
　長屋さん（左端）

「復興支援活動のつながりを活かした
地域づくりをめざして」
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2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島

に
お
け
る
原
子
力
災
害
に
よ
っ
て
、
広
域

的
・
複
合
的
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
今
回

の
震
災
は
、
過
去
に
例
を
見
な
い
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
災
害
で
あ
っ
た
と
と

も
に
、
そ
の
復
興
に
取
り
組
む
様
々
な
新

し
い
動
き
が
現
れ
た
災
害
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
一
つ
が
、
震
災
復
興
に
取
り
組
む
市

民
活
動
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
支
援
す
る
中
間

支
援
団
体
が
い
ち
早
く
立
ち
上
が
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

　
震
災
か
ら
わ
ず
か
数
ヶ
月
で
の
被
災
三

県
で
の「
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
」の
立
ち
上

げ
は
、
被
災
地
で「
れ
ん
ぷ
く
」と
呼
ば
れ

活
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
成
り
立
ち
や
活

動
は
一
様
で
は
な
い
が
、
総
じ
て
、①
国
や

県
と
も
連
携
し
、
全
国
の
支
援
と
被
災
地

の
活
動
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
役
割
、②

個
々
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
だ
け
で
は
取
り
組
み

に
く
い
ニ
ー
ズ
把
握
や
提
言
活
動
な
ど
市

民
社
会
か
ら
の
発
信
、③「
抜
け
漏
れ
の
な

い
支
援
」と
い
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
分
野
横

断
的
・
広
域
的
な
連
携
・
調
整
な
ど
を
通

じ
て
被
災
地
に
お
け
る
活
動
の
持
続
的
な

発
展
を
サ
ポ
ー
ト
、
な
ど
と
い
っ
た
機
能
を

担
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
元
々
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
成
立
以
降
、
全
国
各
地

で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
中
間
支
援
組
織
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
作
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
定
め
ら
れ
た「
特
定
非
営
利

活
動
」の
分
野
横
断
的
な
連
携
を
担
っ
て

き
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
れ
ん
ぷ
く
」は
、
震

災
復
興
活
動
と
い
う
分
野
に
限
定
し
た
形

で
の
中
間
支
援
組
織
と
言
え
る
。

　
震
災
か
ら
５
年
を
迎
え
、
復
興
集
中
期

間
の
終
了
と
と
も
に
、「
被
災
地
」か
ら
徐
々

に
普
通
の「
地
域
」の
活
動
へ
の
転
換
も
必

要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
と
は
い
え
、
被
災
者

の
生
活
再
建
や
地
域
の
復
興
の
現
状
を
み

れ
ば
、
ま
だ
そ
の
道
半
ば
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
５
年
と
い
う
一
つ
の
節
目
を
迎

え
な
が
ら
も
、
中
長
期
的
な
視
点
に
た
っ
て

震
災
復
興
活
動
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
に
、
今
回
の
震
災
の「
事
の
大

き
さ
」を
物
語
っ
て
い
る
と
も
言
え
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
２
０
１
５
年
１０

月
１
日
に
、「
お
だ

か
ぷ
ら
っ
と
ほ
ー

む
」が
南
相
馬
市

小
高
区
東
町
１
丁

目
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
来
年
の
４

月
以
降
に
避
難
指

示
解
除
を
目
指
し

て
い
る“

小
高”

の
再
興
を
目
指
し
、
交

流
や
定
住
人
口
の
増
加
に
寄
与
す
る
た

め
に
、
小
高
に
来
た
時
の
拠
り
所
と
な

る
居
場
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
市
民
に
届

け
る
た
め
に
、
情
報
の
受
発
信
等
を
行

う
こ
と
で
、
地
域
の
再
生
と
人
間
復
興

や“

小
高”

と
い
う
地
域
が
皆
さ
ん
か
ら

「
住
ん
で
み
た
い
」と
選
択
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
地
域
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　「
お
だ
か
ぷ
ら
っ
と
ほ
ー
む
」の
主
な

役
割
と
し
て
は

・
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

・
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス

・
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
可
能
な
シェ
ア
オ
フィ
ス

・
情
報
発
信
基
地（
情
報
発
信
と
情
報

収
集
）

・
相
談
窓
口

・
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
場
所

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
毎
月「
お
だ
か
だ
よ
り
」と
い
う
お
便

り
も
発
行
し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。
他

に
も
、
H
P
や
F
a
c
e
b
o
o
k
も

開
設
し
て
い
る
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
！

　「
お
だ
か
ぷ
ら
っ
と
ほ
ー
む
」の
開
所

時
間
は
１０
時
か
ら
１５
時
ま
で（
不
定
休
）

で
す
が
、お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

復興
と

NPO

愛知県あま市出身。日本福
祉大学大学院博士後期課程
中途退学。現在福島大学行
政政策学類准教授。2004
年新潟県中越地震での山古
志村支援を経験し、今回の
東日本大震災では、震災復
興を担うＮＰＯ団体等と「ふ
くしま連携復興センター」を
立ち上げる。同団体の代表
理事を務める。その他、浪
江町・双葉町・大熊町など
の復興計画等の策定委員な
ども務める。

一般社団法人
ふくしま連携復興センター

代表理事・福島大学准教授

丹 波　史 紀  氏

プロフィ
ール

第4回

気になる
施設の紹介

U R L：http://3bplus1-odaka.jp/
Facebook：小高を応援する会
所在地：〒979－2121 福島県南相馬市小高区東町1丁目59
T E L：0244－26－5856

おだかぷらっとほーむ（小高を応援する会）

ピアノの演奏と共に利用者の皆様と交流するようす

おだかぷらっとほーむ
（小高を応援する会）
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　しかし、震災を機に、瓦礫の撤去作業をはじめ仮設住宅の 
見守りなど、復興支援に重点を置いた活動を展開するようにな
りました。また、復興支援活動の一環として、2013年の秋から
毎年「福幸市」を開催しています。「福幸市」は、復興支援と風
評被害払拭を目的に岩手・宮城・福島の地場産品を販売して
いる表郷ボランティアネットワークが主催のイベントです。開催の
きっかけは、復興支援活動をとおして被災した地域の方 と々交
流する中で「前向きに頑張っていこう」という気持ちを共有した
ことから、イベントを開催したと事務局長の藤田さんは当時を振
り返ります。さらに「紹介した品物を手に取って、物産品などを
購入していただく。また、写真をとおして地域の情報を知っても
らうことが地域の復興へとつながっていく」と復興への想いを語
ります。
　これからも、表郷ボランティアネットワークは、復興支援活動
をおこなう中で交流のあった団体・組織とのつながりを活かし
て、表郷に愛着と誇りを持つ地域意識の向上や住民に安心と
安全を提供できる仕組みづくり、環境づくりを進めていきます。

平成25年3月26日認証

二本松市

白河市

平成22年5月28日認証

特定非営利活動法人

 表郷ボランティアネットワーク

被災地応援！歳末福幸市 2015▶

◀地域に元気と美味しいものを
　お届けする福幸市関係者

「震災の記憶を胸に被災者を励ます
トランペットの響き」

▲音楽でつなぐ復興の輪コンサート

▲音楽をとおして被災者を励ます
　長屋さん（左端）

「復興支援活動のつながりを活かした
地域づくりをめざして」
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2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島

に
お
け
る
原
子
力
災
害
に
よ
っ
て
、
広
域

的
・
複
合
的
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
今
回

の
震
災
は
、
過
去
に
例
を
見
な
い
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
災
害
で
あ
っ
た
と
と

も
に
、
そ
の
復
興
に
取
り
組
む
様
々
な
新

し
い
動
き
が
現
れ
た
災
害
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
一
つ
が
、
震
災
復
興
に
取
り
組
む
市

民
活
動
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
支
援
す
る
中
間

支
援
団
体
が
い
ち
早
く
立
ち
上
が
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

　
震
災
か
ら
わ
ず
か
数
ヶ
月
で
の
被
災
三

県
で
の「
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
」の
立
ち
上

げ
は
、
被
災
地
で「
れ
ん
ぷ
く
」と
呼
ば
れ

活
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
成
り
立
ち
や
活

動
は
一
様
で
は
な
い
が
、
総
じ
て
、①
国
や

県
と
も
連
携
し
、
全
国
の
支
援
と
被
災
地

の
活
動
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
役
割
、②

個
々
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
だ
け
で
は
取
り
組
み

に
く
い
ニ
ー
ズ
把
握
や
提
言
活
動
な
ど
市

民
社
会
か
ら
の
発
信
、③「
抜
け
漏
れ
の
な

い
支
援
」と
い
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
分
野
横

断
的
・
広
域
的
な
連
携
・
調
整
な
ど
を
通

じ
て
被
災
地
に
お
け
る
活
動
の
持
続
的
な

発
展
を
サ
ポ
ー
ト
、
な
ど
と
い
っ
た
機
能
を

担
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
元
々
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
成
立
以
降
、
全
国
各
地

で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
中
間
支
援
組
織
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
作
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
定
め
ら
れ
た「
特
定
非
営
利

活
動
」の
分
野
横
断
的
な
連
携
を
担
っ
て

き
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
れ
ん
ぷ
く
」は
、
震

災
復
興
活
動
と
い
う
分
野
に
限
定
し
た
形

で
の
中
間
支
援
組
織
と
言
え
る
。

　
震
災
か
ら
５
年
を
迎
え
、
復
興
集
中
期

間
の
終
了
と
と
も
に
、「
被
災
地
」か
ら
徐
々

に
普
通
の「
地
域
」の
活
動
へ
の
転
換
も
必

要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
と
は
い
え
、
被
災
者

の
生
活
再
建
や
地
域
の
復
興
の
現
状
を
み

れ
ば
、
ま
だ
そ
の
道
半
ば
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
５
年
と
い
う
一
つ
の
節
目
を
迎

え
な
が
ら
も
、
中
長
期
的
な
視
点
に
た
っ
て

震
災
復
興
活
動
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
に
、
今
回
の
震
災
の「
事
の
大

き
さ
」を
物
語
っ
て
い
る
と
も
言
え
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
２
０
１
５
年
１０

月
１
日
に
、「
お
だ

か
ぷ
ら
っ
と
ほ
ー

む
」が
南
相
馬
市

小
高
区
東
町
１
丁

目
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
来
年
の
４

月
以
降
に
避
難
指

示
解
除
を
目
指
し

て
い
る“

小
高”

の
再
興
を
目
指
し
、
交

流
や
定
住
人
口
の
増
加
に
寄
与
す
る
た

め
に
、
小
高
に
来
た
時
の
拠
り
所
と
な

る
居
場
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
市
民
に
届

け
る
た
め
に
、
情
報
の
受
発
信
等
を
行

う
こ
と
で
、
地
域
の
再
生
と
人
間
復
興

や“

小
高”

と
い
う
地
域
が
皆
さ
ん
か
ら

「
住
ん
で
み
た
い
」と
選
択
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
地
域
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　「
お
だ
か
ぷ
ら
っ
と
ほ
ー
む
」の
主
な

役
割
と
し
て
は

・
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

・
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス

・
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
可
能
な
シェ
ア
オ
フィ
ス

・
情
報
発
信
基
地（
情
報
発
信
と
情
報

収
集
）

・
相
談
窓
口

・
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
場
所

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
毎
月「
お
だ
か
だ
よ
り
」と
い
う
お
便

り
も
発
行
し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。
他

に
も
、
H
P
や
F
a
c
e
b
o
o
k
も

開
設
し
て
い
る
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
！

　「
お
だ
か
ぷ
ら
っ
と
ほ
ー
む
」の
開
所

時
間
は
１０
時
か
ら
１５
時
ま
で（
不
定
休
）

で
す
が
、お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

復興
と

NPO

愛知県あま市出身。日本福
祉大学大学院博士後期課程
中途退学。現在福島大学行
政政策学類准教授。2004
年新潟県中越地震での山古
志村支援を経験し、今回の
東日本大震災では、震災復
興を担うＮＰＯ団体等と「ふ
くしま連携復興センター」を
立ち上げる。同団体の代表
理事を務める。その他、浪
江町・双葉町・大熊町など
の復興計画等の策定委員な
ども務める。

一般社団法人
ふくしま連携復興センター

代表理事・福島大学准教授

丹 波　史 紀  氏

プロフィ
ール

第4回

気になる
施設の紹介

U R L：http://3bplus1-odaka.jp/
Facebook：小高を応援する会
所在地：〒979－2121 福島県南相馬市小高区東町1丁目59
T E L：0244－26－5856

おだかぷらっとほーむ（小高を応援する会）

ピアノの演奏と共に利用者の皆様と交流するようす

おだかぷらっとほーむ
（小高を応援する会）



福島大学人間発達文化学類　教授
認定特定非営利活動法人ふくしまＮＰＯネットワークセンター　

理事長　牧  田  　  実
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こ
こ
数
年
医
療
に
か
か
わ
る
N
P
O
は
増
え
て
い

る
。
医
療
に
は
、
専
門
分
野
だ
け
で
な
く
市
民
の
理

解
と
協
力
が
必
要
な
部
分
も
多
い
か
ら
だ
。

　「
N
P
O
法
人
福
島
A
C
L
S
協
会
」
が
実
施
し

て
い
る
心
肺
蘇
生
講
習
会
も
心
肺
蘇
生
の
知
識
と
技

術
の
普
及
を
主
と
し
て
お
り
、
地
域
住
民
と
一
緒
に

な
っ
て
広
め
て
い
く
べ
き
事
業
で
あ
る
。

　
福
島
県
内
の
虚
血
性
心
疾
患
の
死
亡
率
は
全
国
で

も
高
く
、
そ
の
死
亡
原
因
の

８０
％
は
心
室
細
動
に
よ

る
も
の
だ
。
早
期
の
電
気
的
除
細
動
（
A
E
D
等
）

に
よ
り
、
救
命
率
は
飛
躍
的
に
増
加
す
る
。

　
ま
た
、
病
状
が
発
生
す
る
場
所
の
大
半
は
病
院
外

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
居
合
わ
せ
た
市
民
の
心
肺
蘇
生

術
が
唯
一
の
救
命
の
方
法
と
な
る
。

　
今
、
我
々
は
、
中
学
2
年
生
を
対
象
に
心
肺
蘇
生

講
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。
実
は
、
生
徒
た
ち
に
は

参
加
す
る
だ
け
で
な
く
大
き
な
宿
題
も
課
せ
ら
れ
る
。

実
習
で
使
っ
た
心
肺
蘇
生
の
キ
ッ
ト
を
持
ち
帰
り
、
身

近
な
人
に
蘇
生
法
を
教
え
る
と
い
う
宿
題
だ
。
自
分

が
学
ん
だ
こ
と
を
誰
か
に
伝
え
る…

そ
の
繰
り
返
し

で“

い
ざ
と
い
う
時
に
動
け
る
人
材
を
増
や
し
て
い
こ

う”

と
目
論
ん
で
い
る
。

　
本
講
習
会
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
医
大
の
医
師
だ
け
で
な

く
地
元
の
看
護
師
、
救
急
救
命
士
、
消
防
職
員
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。
こ
う
し
た
多
職
種
で
か
か
わ
り
な
が

ら
事
業
を
遂
行
で
き
る
の
も
N
P
O
な
ら
で
は
で
あ

る
。
医
療
と
N
P
O
と
の
協
働
事
業
は
、
高
齢
化
・

過
疎
化
な
ど
地
域
を
取
り
巻
く
様
々
な
変
化
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
様
々
な
連
携
が
生
ま
れ
、

命
を
守
る
営
み
が
地
域
に
根
づ
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。

医
療
に
か
か
わ
る
N
P
O
の
健
全
な
育
成
は
、
も
う
一

つ
の
医
療
の
光
で
も
あ
る
。

協
働
×
連
携

　
 

　

協
働
を
考
え
る
④

N
P
O
と

医
療
の
協
働
は

希
望
の
光

福島県会津若松市出身。公立大学法人
福島県立医科大学医学部救急医療学講
座教授、福島県立医科大学附属病院救
急科・高度救命救急センター部長。
平成18年4月NPO法人 福島ACLS協会
設立し、いち早くAHA（米国心臓協会）
公認の救命処置（ACLS&BLS）を福島県
に導入した。以降、県内の心肺蘇生講
習の運営や指導者の育成に取り組んで
いる。

【協働】
　協働は、異なる主体の協力によって成り立つものです。
したがって、両者の関係を円滑に保ち、共通の目的を達成
するためには、協働のルールを心得ておくことが大切です。
　協働のルールの第一は、自律の原則です。ＮＰＯと行政
は、それぞれが独立した組織であり、それぞれの活動や運
営を自己決定できるという意味で、相互に自律した関係に
あります。協働するかどうかは、それぞれが独自に意思決
定することであり、協働はあくまで自発性にもとづいて行わ
れるべきものです。
　第二は、対等の原則です。ＮＰＯと行政は、たとえ組織
力や資金力に大きな差があったとしても、対等の関係にあ
ります。両者は協働の目的と方法について対等の発言力
をもっており、ともに主張すべきことは主張し、妥協すべき
ことは妥協しながら、協働という手段で事業を担っていく対

等のパートナーです。もし、両者に上下関係があり、一方
が他方の支配を受けたり、一方が他方に対して物言えぬ
状況にあったりする場合は、本来の意味での協働とはいえ
ません。
　第三は、補完の原則です。ＮＰＯと行政には、人、資金、
専門知識、情報、ノウハウ、ネットワークなどで、それぞれ
長所と短所があります。専門性を備えたＮＰＯであっても
多くは資金がなく、行政はえてして小回りがききません。協
働は、お互いの長所を生かし、短所を補い合うことによっ
て、それぞれの主体が単独では実現できない成果をあげる
ことに意味があります。

とは

第4回「協働のルール
　－自律・対等・補完」

N
P
O
法
人 

福
島
A
C
L
Ｓ
協
会

理
事
長
　
　
田
勢
　長
一
郎  

氏

プロフィ
ール

 NewsLetter Vol.4❺

　本講座は、社会課題の解決に取り組むNPOや市民活動団体が、単なる良い活動にとどまらず、その先にある「成果」
を常に意識しながら活動するようになることを目的として実施しました。ともすると、日々良い活動を行っているということ
だけで満足しがちですが、社会から求められているのはその先にある成果です。本講座のタイトルには「マネジメント」と
いう言葉を使っていますが、単なる組織管理ではなく、「成果創出のための組織管理」が正しい解釈なのです。
　本講座では、自団体の存在意義や目指す理想的な社会や地域の状態について定義してもらいました。その上で、成
果を創出するために社会から求められている事業とその資金調達戦略を策定し、さらにその計画を実行するための人員
や会議体などの組織体制についても整理を行いました。成果を創出するためには、その構成要素を分解した上で、それ
らを繋ぎあわせ、１つ１つ丁寧に紡いでいく必要があるのです。
　現在、福島県下で活動するNPOや市民活動団体に求められ
ている成果は復興でしょう。もちろん復興は1団体だけで成し遂
げられることではありません。他の団体や行政、企業との協働を
はじめ、地域の住民一人一人が当事者意識を持つように働きか
け、巻き込んでいかなければなりません。成果志向になることの
価値は、自団体の非力さをあらためて感じ、それに向き合う勇気
を持つようになることです。そして、これまで以上に他団体・他者
との連携が不可欠であることを認識できるようになることです。
震災も風化しつつある昨今、大きなチャレンジかもしれません
が、本講座での習得した「社会を変える組織」についての学びを
是非、実践していただければ幸甚です。

　少子多老化が進んだ結果、税収が減り、社会保障費は増えています。つまり、これまでと同じように公共サービスを行
政にのみ頼ることは現実的ではない状況です。また、これまで軽視や蔑視され続けてきた様々な社会的マイノリティ（少
数派）の方々を認め、受容・尊重しようという動きも加速しています。つまり、これまでのような画一的な公共サービスで
はなく、多様性のある対応が必要になってきています。福島ではそれらに加えて、震災からの復興や原発事故への対応
などにも取り組み続ける必要もあると思います。そのような状況の中、その新しい社会の担い手としてNPOへの社会的な
期待は高まってきています。しかし、そんなNPOへの「期待」は、未だ成果による本当の意味での「信頼」には繋がって
いないのではないでしょうか。まだ社会から「試されている」段階と言えるでしょう。社会的成果を出すことで期待にこた
え、いかに社会の担い手としての信頼を得られるか、今がまさにその過渡期なのではと考えています。
　そもそも「社会的成果」とは何でしょうか。営利組織では、
売上や利益、株価などの指標が「成果」として共通認識が持
たれています。では、NPOにおける成果とは。
「どれだけミッション・ビジョンを実現できたか？」
「どれだけ社会に価値を創出することができたか？」
「どれだけ社会的課題を解決することができたか？」
といったことを自ら定義・測定したものです。
　今回の講座では、皆さんと一緒にその「社会的成果」を出
すための戦略・計画の立案を行いました。大切なのはその後
の「実行」です。今回の講座が社会からの「信頼」を勝ち取る
一助になったのであれば幸いです。
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こ
こ
数
年
医
療
に
か
か
わ
る
N
P
O
は
増
え
て
い

る
。
医
療
に
は
、
専
門
分
野
だ
け
で
な
く
市
民
の
理

解
と
協
力
が
必
要
な
部
分
も
多
い
か
ら
だ
。

　「
N
P
O
法
人
福
島
A
C
L
S
協
会
」
が
実
施
し

て
い
る
心
肺
蘇
生
講
習
会
も
心
肺
蘇
生
の
知
識
と
技

術
の
普
及
を
主
と
し
て
お
り
、
地
域
住
民
と
一
緒
に

な
っ
て
広
め
て
い
く
べ
き
事
業
で
あ
る
。

　
福
島
県
内
の
虚
血
性
心
疾
患
の
死
亡
率
は
全
国
で

も
高
く
、
そ
の
死
亡
原
因
の

８０
％
は
心
室
細
動
に
よ

る
も
の
だ
。
早
期
の
電
気
的
除
細
動
（
A
E
D
等
）

に
よ
り
、
救
命
率
は
飛
躍
的
に
増
加
す
る
。

　
ま
た
、
病
状
が
発
生
す
る
場
所
の
大
半
は
病
院
外

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
居
合
わ
せ
た
市
民
の
心
肺
蘇
生

術
が
唯
一
の
救
命
の
方
法
と
な
る
。

　
今
、
我
々
は
、
中
学
2
年
生
を
対
象
に
心
肺
蘇
生

講
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。
実
は
、
生
徒
た
ち
に
は

参
加
す
る
だ
け
で
な
く
大
き
な
宿
題
も
課
せ
ら
れ
る
。

実
習
で
使
っ
た
心
肺
蘇
生
の
キ
ッ
ト
を
持
ち
帰
り
、
身

近
な
人
に
蘇
生
法
を
教
え
る
と
い
う
宿
題
だ
。
自
分

が
学
ん
だ
こ
と
を
誰
か
に
伝
え
る…

そ
の
繰
り
返
し

で“

い
ざ
と
い
う
時
に
動
け
る
人
材
を
増
や
し
て
い
こ

う”

と
目
論
ん
で
い
る
。

　
本
講
習
会
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
医
大
の
医
師
だ
け
で
な

く
地
元
の
看
護
師
、
救
急
救
命
士
、
消
防
職
員
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。
こ
う
し
た
多
職
種
で
か
か
わ
り
な
が

ら
事
業
を
遂
行
で
き
る
の
も
N
P
O
な
ら
で
は
で
あ

る
。
医
療
と
N
P
O
と
の
協
働
事
業
は
、
高
齢
化
・

過
疎
化
な
ど
地
域
を
取
り
巻
く
様
々
な
変
化
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
様
々
な
連
携
が
生
ま
れ
、

命
を
守
る
営
み
が
地
域
に
根
づ
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。

医
療
に
か
か
わ
る
N
P
O
の
健
全
な
育
成
は
、
も
う
一

つ
の
医
療
の
光
で
も
あ
る
。

協
働
×
連
携

　
 

　

協
働
を
考
え
る
④

N
P
O
と

医
療
の
協
働
は

希
望
の
光

福島県会津若松市出身。公立大学法人
福島県立医科大学医学部救急医療学講
座教授、福島県立医科大学附属病院救
急科・高度救命救急センター部長。
平成18年4月NPO法人 福島ACLS協会
設立し、いち早くAHA（米国心臓協会）
公認の救命処置（ACLS&BLS）を福島県
に導入した。以降、県内の心肺蘇生講
習の運営や指導者の育成に取り組んで
いる。

【協働】
　協働は、異なる主体の協力によって成り立つものです。
したがって、両者の関係を円滑に保ち、共通の目的を達成
するためには、協働のルールを心得ておくことが大切です。
　協働のルールの第一は、自律の原則です。ＮＰＯと行政
は、それぞれが独立した組織であり、それぞれの活動や運
営を自己決定できるという意味で、相互に自律した関係に
あります。協働するかどうかは、それぞれが独自に意思決
定することであり、協働はあくまで自発性にもとづいて行わ
れるべきものです。
　第二は、対等の原則です。ＮＰＯと行政は、たとえ組織
力や資金力に大きな差があったとしても、対等の関係にあ
ります。両者は協働の目的と方法について対等の発言力
をもっており、ともに主張すべきことは主張し、妥協すべき
ことは妥協しながら、協働という手段で事業を担っていく対

等のパートナーです。もし、両者に上下関係があり、一方
が他方の支配を受けたり、一方が他方に対して物言えぬ
状況にあったりする場合は、本来の意味での協働とはいえ
ません。
　第三は、補完の原則です。ＮＰＯと行政には、人、資金、
専門知識、情報、ノウハウ、ネットワークなどで、それぞれ
長所と短所があります。専門性を備えたＮＰＯであっても
多くは資金がなく、行政はえてして小回りがききません。協
働は、お互いの長所を生かし、短所を補い合うことによっ
て、それぞれの主体が単独では実現できない成果をあげる
ことに意味があります。

とは

第4回「協働のルール
　－自律・対等・補完」

N
P
O
法
人 

福
島
A
C
L
Ｓ
協
会

理
事
長
　
　
田
勢
　長
一
郎  

氏

プロフィ
ール
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　本講座は、社会課題の解決に取り組むNPOや市民活動団体が、単なる良い活動にとどまらず、その先にある「成果」
を常に意識しながら活動するようになることを目的として実施しました。ともすると、日々良い活動を行っているということ
だけで満足しがちですが、社会から求められているのはその先にある成果です。本講座のタイトルには「マネジメント」と
いう言葉を使っていますが、単なる組織管理ではなく、「成果創出のための組織管理」が正しい解釈なのです。
　本講座では、自団体の存在意義や目指す理想的な社会や地域の状態について定義してもらいました。その上で、成
果を創出するために社会から求められている事業とその資金調達戦略を策定し、さらにその計画を実行するための人員
や会議体などの組織体制についても整理を行いました。成果を創出するためには、その構成要素を分解した上で、それ
らを繋ぎあわせ、１つ１つ丁寧に紡いでいく必要があるのです。
　現在、福島県下で活動するNPOや市民活動団体に求められ
ている成果は復興でしょう。もちろん復興は1団体だけで成し遂
げられることではありません。他の団体や行政、企業との協働を
はじめ、地域の住民一人一人が当事者意識を持つように働きか
け、巻き込んでいかなければなりません。成果志向になることの
価値は、自団体の非力さをあらためて感じ、それに向き合う勇気
を持つようになることです。そして、これまで以上に他団体・他者
との連携が不可欠であることを認識できるようになることです。
震災も風化しつつある昨今、大きなチャレンジかもしれません
が、本講座での習得した「社会を変える組織」についての学びを
是非、実践していただければ幸甚です。

　少子多老化が進んだ結果、税収が減り、社会保障費は増えています。つまり、これまでと同じように公共サービスを行
政にのみ頼ることは現実的ではない状況です。また、これまで軽視や蔑視され続けてきた様々な社会的マイノリティ（少
数派）の方々を認め、受容・尊重しようという動きも加速しています。つまり、これまでのような画一的な公共サービスで
はなく、多様性のある対応が必要になってきています。福島ではそれらに加えて、震災からの復興や原発事故への対応
などにも取り組み続ける必要もあると思います。そのような状況の中、その新しい社会の担い手としてNPOへの社会的な
期待は高まってきています。しかし、そんなNPOへの「期待」は、未だ成果による本当の意味での「信頼」には繋がって
いないのではないでしょうか。まだ社会から「試されている」段階と言えるでしょう。社会的成果を出すことで期待にこた
え、いかに社会の担い手としての信頼を得られるか、今がまさにその過渡期なのではと考えています。
　そもそも「社会的成果」とは何でしょうか。営利組織では、
売上や利益、株価などの指標が「成果」として共通認識が持
たれています。では、NPOにおける成果とは。
「どれだけミッション・ビジョンを実現できたか？」
「どれだけ社会に価値を創出することができたか？」
「どれだけ社会的課題を解決することができたか？」
といったことを自ら定義・測定したものです。
　今回の講座では、皆さんと一緒にその「社会的成果」を出
すための戦略・計画の立案を行いました。大切なのはその後
の「実行」です。今回の講座が社会からの「信頼」を勝ち取る
一助になったのであれば幸いです。
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つ。ブログ『飛耳長目：米国にみるNPO戦略のヒント』を主宰。著書に『NPOのた
めのマーケティング講座』。
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県内のNPO法人の組織基盤を強化するために、毎回10時から17時までを6回おこなうことで、
内容をしっかりと深めることができました。参加者の表情の変化が「本気で学ぶ」ことへの大切
さを物語る講座となりました。NPOの皆さん、団体のミッションとビジョンを即答できますか？

中島　共宣 氏

1　私たちが実現したいのは福島のために活動する人々が「活

発」（＝担い手の増加と関係性の深さ）な社会です。

　　しかし、内的資源（人材・資金・ノウハウ・ネットワーク等）

の不足と外的環境（政策・雰囲気等）の不備という構造になっ

ていて実現できていません。
　　これを解決するためには、行政・企業・他NPOなどの他組

織と役割分担し、私たちは1.活動のフェーズに応じたCAP

（コーディネート・アドボカシー・プロデュース）支援　2.多様な

主体とのネットワーク　3.身軽でおせっかいなフットワークとい

う強みを活かし、復旧・復興・創生のフェーズを網羅する事業

連携や相乗効果を発揮しながら1.復興（被災者支援）コーディ

ネート　2.復興支援専門員設置事業　3.広域避難者支援事

業という事業・活動をすることで、問題解決に最も貢献するこ

とができると考えています。
　　だから私たちは1.復興コーディネート事業　2.復興支援専

門員事業　3.広域避難者支援事業を行うことで、福島のため

に活動する人々が「活発」な社会を実現します。

2　この講座を通して私たちが学んだことは、話し合うことの大

切さです。団体のミッション・ビジョンと、今取り組んでいる事

業や活動がマッチしているかどうかを精査する機会を設け

たり、目先の事柄に囚われ過ぎず、先を見据えた事業戦略

鴫原　佳奈 氏
特集

NPO法人

喜多方市民活動
サポートネットワーク

～NPOマネジメント講座を受けて～～NPOマネジメント講座を受けて～

NPOの皆さんNPOの皆さん

1「社会を変える計画」ステートメント

2「NPOマネジメント講座」を受講して

3具体的に始まる事業や企画等について

4講師コメント

1　私たちが実現したいのは市民活動団体が活き活きと活動

している社会です。
　　しかし、中間支援団体としてのスキル不足のため実現でき

ていません。
　　これを解決するためには、行政・企業・他 NPOなどの他

組織と役割分担し、私たちは情報収集力という強みを活かし、

団体間交流を活発にするための情報交換会やイベント、団体

のスキルアップのための講座開設事業・活動をすることで、問

題解決に最も貢献することができると考えています。

　　だから私たちは団体間交流を活発にするための情報交

換会やイベント、団体のスキルアップのための講座開設をす

ることで市民活動団体が活き活きと活動している社会を実

現します。

2　この度は、「全 6 回 NPO マネジメント講座」の案内を見て、

各分野とも重要度が高く良く構成されており、即決で 2 名を

参加させていただきました。
　　私たちは、中間支援団体の位置づけ、役割が不明確なまま

日常業務優先で活動をしておりました。

　　今回の「NPO マネジメント講座」を受講して、「社会を変え

る計画の策定」「マーケティング戦略の策定」「ファンドレイジン

グ戦略の策定」「実行計画」と日頃悩んでいる課題が明確化さ

れ取り組む勇気と希望が生まれました。

　　今後は、私ども独自の課題が山積しておりますが、組織造を

　見直し、1 つ 1 つよく整理し、出来ること、出来ないこと、手段、

手法を職員共有しミッション達成に向け着実に実行していき

たいと思います。
　　つきましては、今回企画くださった、ふくしま地域活動団体

サポートセンター、講師の長浜先生・山元先生、各参加団体

の皆様方には、今後、何かと相談することが多くなると思いま

すが、よろしくお願いいたします。

3　今回の講座をとおして、ミッションが明確化され共有するこ

とが出来ました。ただそれの達成のためには、基本となるデー

ターが不足していることと、私たちの更なるスキルアップが必要

と考えました。
　　特に早急に、市民活動団体の実態調査と、アンケート調査

を実施し各活動団体が私たちに求めているニーズを確認し、

重要度、優先度を洗い出し、今後企画している、情報交換会、

イベント、各種講座のグレードアップに活かします。

4　NPO は日々 の目先の業務に追われがちですが、今回の講

座で取り組まれたような団体の存在意義や役割を認識し、そ

れを団体内で共有することがスタート地点です。講座をとおし

て明らかになった現状の問題点に対して、あせらず 1 つ 1 つ

確実に答えを導き出し、小さな成果をコツコツ積み上げられる

組織体質を作っていきましょう。

　について話し合う機会を設けたりすることがいかに重要なの

かを再認識しました。
　　団体の変化としては、「マネジメントチーム」が形成され、

団体そのものや今後の団体方針について、考える時間や場

が形成されたことです。震災から5年という節目を迎える今年

は、勝負の年になるので、マネジメントチームが中心となり、

戦略を練っていきます。小さなことをコツコツと、小さなことか

ら確実に実現させることができる機能を持たせていきます。

3　現在、企画中の事業は、情報発信と交流の場を形成する

事業です。具体的には、支援者同士の交流の場や各地域で

活躍しているNPOやふくしま復興応援隊・地域おこし協力隊

の方々の活動を紹介するブースを設けたり、JAと協働・連携

して福島の農作物をPRしたりすることができる場の形成事業

を企画しています。

4　重要かつ緊急度の低い案件は組織内の対応でも後回しに

されがちですが、実はここにこそ組織の中長期的な方針を左

右する要素が隠れています。そしてその答えを導く手段は“対

話”しかありません。そのため時間に価値を見出し、丁寧に

話し合いを重ねながら組織運営を進められることこそ真のマ

ネジメント力だと思います。 

ミッションミッション ビジョンビジョン団体の と　　　　を
即答できますか？
団体の　　　　と　　　　を
即答できますか？

一般社団法人

ふくしま連携復興センター

1　私が実現したいのは、互いを思いやる心を持ち、幸せで未来に希望がもてるという社会です。　　しかし、現在の地域社会は、「幼少期」「成長期」に「本人」「世間」「家庭」「学校」で教育された①「固定観念による思考」②「競争や悪意を呼ぶ言葉の習慣」③「庶民の生活に貢献しないルールへの不安」④「見えないものへの恐怖」などにより未来に対しての希望がもてず、今、ここにある幸せに気づかずに生きづらさを感じるという構造になっていて実現できていません。　　これを解決するためには、行政・企業・他NPOなどの他組織と役割分担し、私は「フクシマという知名度」「目に見えない問題で複雑骨折中のいわき市」「認定NPO」という強みを活かし　①固定観念や言葉の習慣をかえ、一緒にいるとワクワクする仲間をつくる「協賛券によるサンキュー寺小屋」事業　②相手を思いやる心を育て見えないものへの恐怖を解決する「お布施の清心による寄付や募金」事業③自分達のルールづくりの第一歩を歩み出す「ボランティアの習慣をつけるワークショップ」事業という活動をすることで、問題解決に最も貢献することができると考えています。　　だから私は　①協賛券によるサンキュー寺子屋事業②お布施の清心（精神）による寄付や募金事業③ボランティアの習慣を育てるワークショップ事業という活動をすることで互いを思いやる心を持ち、幸せで未来に希望が持てるという社会を実現します。
2　『社会を変える計画』から始まった“本気で学ぶＮＰＯマネジメント講座”はタイトル通りアップテンポで熱量の高い講座だった。

１.ＮＰＯには社会を変える力がある２.何を達成するのか明確な御柱をたて、シンプルに進んでいく事が大切
３.協力者・賛同者を得ることが資金面でも活動面でも継続の鍵になる
４.競争・争奪・崩壊という社会ではなく笑い・感謝・平等をテーマに、行政・企業・他ＮＰＯや地域と共に問題解決に取り組む調和の社会が構築できるのがＮＰＯである。ＮＰＯの本質を学び、理想とする組織・達成したい目的・その為に今やることやらないこと等、もつれた毛糸を丁寧にほぐし、明確な未来に向けての一歩を踏み出す講座であった。

3　お陰様で目標がスッキリし、やる事が見えた。『心に愛のポケットを』では、これまでの苦労を輝きに変える“おついたち会”と“プチ学習茶話会”を開催。『炊き出しワークショップ＋学習ランチ会』では広域連携を目指し、『心の元気と体の健康』講座も新たにスタートさせる等、ワクワクする調和の企画が沢山飛び出している。
4　NPOが解決しようとしている地域や社会の課題はとても１団体だけで解決できるようなものではありません。自分たちの目指す理想的な社会の実現に向け、自分たちにできることと自分たちにしかできないことを見極めながら、お互いの力を借り合うという発想が必要です。その際に必要なのは、個々人の“情熱”です。植木さんの持つ情熱をこれからも大事にしてください。

植木　秀子 氏

認定NPO法人
元気の素カンパニー
以和貴
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県内のNPO法人の組織基盤を強化するために、毎回10時から17時までを6回おこなうことで、
内容をしっかりと深めることができました。参加者の表情の変化が「本気で学ぶ」ことへの大切
さを物語る講座となりました。NPOの皆さん、団体のミッションとビジョンを即答できますか？

中島　共宣 氏

1　私たちが実現したいのは福島のために活動する人々が「活

発」（＝担い手の増加と関係性の深さ）な社会です。

　　しかし、内的資源（人材・資金・ノウハウ・ネットワーク等）

の不足と外的環境（政策・雰囲気等）の不備という構造になっ

ていて実現できていません。
　　これを解決するためには、行政・企業・他NPOなどの他組

織と役割分担し、私たちは1.活動のフェーズに応じたCAP

（コーディネート・アドボカシー・プロデュース）支援　2.多様な

主体とのネットワーク　3.身軽でおせっかいなフットワークとい

う強みを活かし、復旧・復興・創生のフェーズを網羅する事業

連携や相乗効果を発揮しながら1.復興（被災者支援）コーディ

ネート　2.復興支援専門員設置事業　3.広域避難者支援事

業という事業・活動をすることで、問題解決に最も貢献するこ

とができると考えています。
　　だから私たちは1.復興コーディネート事業　2.復興支援専

門員事業　3.広域避難者支援事業を行うことで、福島のため

に活動する人々が「活発」な社会を実現します。

2　この講座を通して私たちが学んだことは、話し合うことの大

切さです。団体のミッション・ビジョンと、今取り組んでいる事

業や活動がマッチしているかどうかを精査する機会を設け

たり、目先の事柄に囚われ過ぎず、先を見据えた事業戦略

鴫原　佳奈 氏
特集

NPO法人

喜多方市民活動
サポートネットワーク

～NPOマネジメント講座を受けて～～NPOマネジメント講座を受けて～

NPOの皆さんNPOの皆さん

1「社会を変える計画」ステートメント

2「NPOマネジメント講座」を受講して

3具体的に始まる事業や企画等について

4講師コメント

1　私たちが実現したいのは市民活動団体が活き活きと活動

している社会です。
　　しかし、中間支援団体としてのスキル不足のため実現でき

ていません。
　　これを解決するためには、行政・企業・他 NPOなどの他

組織と役割分担し、私たちは情報収集力という強みを活かし、

団体間交流を活発にするための情報交換会やイベント、団体

のスキルアップのための講座開設事業・活動をすることで、問

題解決に最も貢献することができると考えています。

　　だから私たちは団体間交流を活発にするための情報交

換会やイベント、団体のスキルアップのための講座開設をす

ることで市民活動団体が活き活きと活動している社会を実

現します。

2　この度は、「全 6 回 NPO マネジメント講座」の案内を見て、

各分野とも重要度が高く良く構成されており、即決で 2 名を

参加させていただきました。
　　私たちは、中間支援団体の位置づけ、役割が不明確なまま

日常業務優先で活動をしておりました。

　　今回の「NPO マネジメント講座」を受講して、「社会を変え

る計画の策定」「マーケティング戦略の策定」「ファンドレイジン

グ戦略の策定」「実行計画」と日頃悩んでいる課題が明確化さ

れ取り組む勇気と希望が生まれました。

　　今後は、私ども独自の課題が山積しておりますが、組織造を

　見直し、1 つ 1 つよく整理し、出来ること、出来ないこと、手段、

手法を職員共有しミッション達成に向け着実に実行していき

たいと思います。
　　つきましては、今回企画くださった、ふくしま地域活動団体

サポートセンター、講師の長浜先生・山元先生、各参加団体

の皆様方には、今後、何かと相談することが多くなると思いま

すが、よろしくお願いいたします。

3　今回の講座をとおして、ミッションが明確化され共有するこ

とが出来ました。ただそれの達成のためには、基本となるデー

ターが不足していることと、私たちの更なるスキルアップが必要

と考えました。
　　特に早急に、市民活動団体の実態調査と、アンケート調査

を実施し各活動団体が私たちに求めているニーズを確認し、

重要度、優先度を洗い出し、今後企画している、情報交換会、

イベント、各種講座のグレードアップに活かします。

4　NPO は日々 の目先の業務に追われがちですが、今回の講

座で取り組まれたような団体の存在意義や役割を認識し、そ

れを団体内で共有することがスタート地点です。講座をとおし

て明らかになった現状の問題点に対して、あせらず 1 つ 1 つ

確実に答えを導き出し、小さな成果をコツコツ積み上げられる

組織体質を作っていきましょう。

　について話し合う機会を設けたりすることがいかに重要なの
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は、勝負の年になるので、マネジメントチームが中心となり、

戦略を練っていきます。小さなことをコツコツと、小さなことか

ら確実に実現させることができる機能を持たせていきます。

3　現在、企画中の事業は、情報発信と交流の場を形成する

事業です。具体的には、支援者同士の交流の場や各地域で

活躍しているNPOやふくしま復興応援隊・地域おこし協力隊

の方々の活動を紹介するブースを設けたり、JAと協働・連携

して福島の農作物をPRしたりすることができる場の形成事業

を企画しています。

4　重要かつ緊急度の低い案件は組織内の対応でも後回しに

されがちですが、実はここにこそ組織の中長期的な方針を左

右する要素が隠れています。そしてその答えを導く手段は“対

話”しかありません。そのため時間に価値を見出し、丁寧に

話し合いを重ねながら組織運営を進められることこそ真のマ

ネジメント力だと思います。 
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2　『社会を変える計画』から始まった“本気で学ぶＮＰＯマネジメント講座”はタイトル通りアップテンポで熱量の高い講座だった。

１.ＮＰＯには社会を変える力がある２.何を達成するのか明確な御柱をたて、シンプルに進んでいく事が大切
３.協力者・賛同者を得ることが資金面でも活動面でも継続の鍵になる
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3　お陰様で目標がスッキリし、やる事が見えた。『心に愛のポケットを』では、これまでの苦労を輝きに変える“おついたち会”と“プチ学習茶話会”を開催。『炊き出しワークショップ＋学習ランチ会』では広域連携を目指し、『心の元気と体の健康』講座も新たにスタートさせる等、ワクワクする調和の企画が沢山飛び出している。
4　NPOが解決しようとしている地域や社会の課題はとても１団体だけで解決できるようなものではありません。自分たちの目指す理想的な社会の実現に向け、自分たちにできることと自分たちにしかできないことを見極めながら、お互いの力を借り合うという発想が必要です。その際に必要なのは、個々人の“情熱”です。植木さんの持つ情熱をこれからも大事にしてください。

植木　秀子 氏

認定NPO法人
元気の素カンパニー
以和貴



❻ NewsLetter Vol.3  NewsLetter Vol.3❼

県内のNPO法人の組織基盤を強化するために、毎回10時から17時までを6回おこなうことで、
内容をしっかりと深めることができました。参加者の表情の変化が「本気で学ぶ」ことへの大切
さを物語る講座となりました。NPOの皆さん、団体のミッションとビジョンを即答できますか？
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1　私たちが実現したいのは福島のために活動する人々が「活

発」（＝担い手の増加と関係性の深さ）な社会です。

　　しかし、内的資源（人材・資金・ノウハウ・ネットワーク等）

の不足と外的環境（政策・雰囲気等）の不備という構造になっ

ていて実現できていません。
　　これを解決するためには、行政・企業・他NPOなどの他組

織と役割分担し、私たちは1.活動のフェーズに応じたCAP

（コーディネート・アドボカシー・プロデュース）支援　2.多様な

主体とのネットワーク　3.身軽でおせっかいなフットワークとい

う強みを活かし、復旧・復興・創生のフェーズを網羅する事業
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ネート　2.復興支援専門員設置事業　3.広域避難者支援事
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　　だから私たちは1.復興コーディネート事業　2.復興支援専

門員事業　3.広域避難者支援事業を行うことで、福島のため

に活動する人 が々「活発」な社会を実現します。
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各分野とも重要度が高く良く構成されており、即決で 2 名を

参加させていただきました。
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　　今後は、私ども独自の課題が山積しておりますが、組織造を

　見直し、1 つ 1 つよく整理し、出来ること、出来ないこと、手段、

手法を職員共有しミッション達成に向け着実に実行していき

たいと思います。
　　つきましては、今回企画くださった、ふくしま地域活動団体

サポートセンター、講師の長浜先生・山元先生、各参加団体

の皆様方には、今後、何かと相談することが多くなると思いま

すが、よろしくお願いいたします。

3　今回の講座をとおして、ミッションが明確化され共有するこ

とが出来ました。ただそれの達成のためには、基本となるデー

ターが不足していることと、私たちの更なるスキルアップが必要

と考えました。
　　特に早急に、市民活動団体の実態調査と、アンケート調査

を実施し各活動団体が私たちに求めているニーズを確認し、

重要度、優先度を洗い出し、今後企画している、情報交換会、

イベント、各種講座のグレードアップに活かします。

4　NPO は日々 の目先の業務に追われがちですが、今回の講

座で取り組まれたような団体の存在意義や役割を認識し、そ

れを団体内で共有することがスタート地点です。講座をとおし

て明らかになった現状の問題点に対して、あせらず 1 つ 1 つ

確実に答えを導き出し、小さな成果をコツコツ積み上げられる

組織体質を作っていきましょう。

　について話し合う機会を設けたりすることがいかに重要なの

かを再認識しました。
　　団体の変化としては、「マネジメントチーム」が形成され、

団体そのものや今後の団体方針について、考える時間や場

が形成されたことです。震災から5年という節目を迎える今年

は、勝負の年になるので、マネジメントチームが中心となり、

戦略を練っていきます。小さなことをコツコツと、小さなことか

ら確実に実現させることができる機能を持たせていきます。

3　現在、企画中の事業は、情報発信と交流の場を形成する

事業です。具体的には、支援者同士の交流の場や各地域で

活躍しているNPOやふくしま復興応援隊・地域おこし協力隊

の方々の活動を紹介するブースを設けたり、JAと協働・連携

して福島の農作物をPRしたりすることができる場の形成事業

を企画しています。

4　重要かつ緊急度の低い案件は組織内の対応でも後回しに

されがちですが、実はここにこそ組織の中長期的な方針を左

右する要素が隠れています。そしてその答えを導く手段は“対

話”しかありません。そのため時間に価値を見出し、丁寧に

話し合いを重ねながら組織運営を進められることこそ真のマ

ネジメント力だと思います。 

ミッションミッション ビジョンビジョン団体の と　　　　を
即答できますか？
団体の　　　　と　　　　を
即答できますか？

一般社団法人

ふくしま連携復興センター

1　私が実現したいのは、互いを思いやる心を持ち、幸せで未来に希望がもてるという社会です。　　しかし、現在の地域社会は、「幼少期」「成長期」に「本人」「世間」「家庭」「学校」で教育された①「固定観念による思考」②「競争や悪意を呼ぶ言葉の習慣」③「庶民の生活に貢献しないルールへの不安」④「見えないものへの恐怖」などにより未来に対しての希望がもてず、今、ここにある幸せに気づかずに生きづらさを感じるという構造になっていて実現できていません。　　これを解決するためには、行政・企業・他NPOなどの他組織と役割分担し、私は「フクシマという知名度」「目に見えない問題で複雑骨折中のいわき市」「認定NPO」という強みを活かし　①固定観念や言葉の習慣をかえ、一緒にいるとワクワクする仲間をつくる「協賛券によるサンキュー寺小屋」事業　②相手を思いやる心を育て見えないものへの恐怖を解決する「お布施の清心による寄付や募金」事業③自分達のルールづくりの第一歩を歩み出す「ボランティアの習慣をつけるワークショップ」事業という活動をすることで、問題解決に最も貢献することができると考えています。　　だから私は　①協賛券によるサンキュー寺子屋事業②お布施の清心（精神）による寄付や募金事業③ボランティアの習慣を育てるワークショップ事業という活動をすることで互いを思いやる心を持ち、幸せで未来に希望が持てるという社会を実現します。
2　『社会を変える計画』から始まった“本気で学ぶＮＰＯマネジメント講座”はタイトル通りアップテンポで熱量の高い講座だった。

１.ＮＰＯには社会を変える力がある２.何を達成するのか明確な御柱をたて、シンプルに進んでいく事が大切
３.協力者・賛同者を得ることが資金面でも活動面でも継続の鍵になる
４.競争・争奪・崩壊という社会ではなく笑い・感謝・平等をテーマに、行政・企業・他ＮＰＯや地域と共に問題解決に取り組む調和の社会が構築できるのがＮＰＯである。ＮＰＯの本質を学び、理想とする組織・達成したい目的・その為に今やることやらないこと等、もつれた毛糸を丁寧にほぐし、明確な未来に向けての一歩を踏み出す講座であった。

3　お陰様で目標がスッキリし、やる事が見えた。『心に愛のポケットを』では、これまでの苦労を輝きに変える“おついたち会”と“プチ学習茶話会”を開催。『炊き出しワークショップ＋学習ランチ会』では広域連携を目指し、『心の元気と体の健康』講座も新たにスタートさせる等、ワクワクする調和の企画が沢山飛び出している。
4　NPOが解決しようとしている地域や社会の課題はとても１団体だけで解決できるようなものではありません。自分たちの目指す理想的な社会の実現に向け、自分たちにできることと自分たちにしかできないことを見極めながら、お互いの力を借り合うという発想が必要です。その際に必要なのは、個々人の“情熱”です。植木さんの持つ情熱をこれからも大事にしてください。

植木　秀子 氏

認定NPO法人
元気の素カンパニー
以和貴
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県内のNPO法人の組織基盤を強化するために、毎回10時から17時までを6回おこなうことで、
内容をしっかりと深めることができました。参加者の表情の変化が「本気で学ぶ」ことへの大切
さを物語る講座となりました。NPOの皆さん、団体のミッションとビジョンを即答できますか？

中島　共宣 氏

1　私たちが実現したいのは福島のために活動する人々が「活

発」（＝担い手の増加と関係性の深さ）な社会です。

　　しかし、内的資源（人材・資金・ノウハウ・ネットワーク等）

の不足と外的環境（政策・雰囲気等）の不備という構造になっ

ていて実現できていません。
　　これを解決するためには、行政・企業・他NPOなどの他組

織と役割分担し、私たちは1.活動のフェーズに応じたCAP

（コーディネート・アドボカシー・プロデュース）支援　2.多様な

主体とのネットワーク　3.身軽でおせっかいなフットワークとい

う強みを活かし、復旧・復興・創生のフェーズを網羅する事業

連携や相乗効果を発揮しながら1.復興（被災者支援）コーディ

ネート　2.復興支援専門員設置事業　3.広域避難者支援事

業という事業・活動をすることで、問題解決に最も貢献するこ

とができると考えています。
　　だから私たちは1.復興コーディネート事業　2.復興支援専

門員事業　3.広域避難者支援事業を行うことで、福島のため

に活動する人 が々「活発」な社会を実現します。

2　この講座を通して私たちが学んだことは、話し合うことの大

切さです。団体のミッション・ビジョンと、今取り組んでいる事

業や活動がマッチしているかどうかを精査する機会を設け

たり、目先の事柄に囚われ過ぎず、先を見据えた事業戦略

鴫原　佳奈 氏
特集

NPO法人

喜多方市民活動
サポートネットワーク

～NPOマネジメント講座を受けて～～NPOマネジメント講座を受けて～

NPOの皆さんNPOの皆さん

1「社会を変える計画」ステートメント

2「NPOマネジメント講座」を受講して

3具体的に始まる事業や企画等について

4講師コメント

1　私たちが実現したいのは市民活動団体が活き活きと活動

している社会です。
　　しかし、中間支援団体としてのスキル不足のため実現でき

ていません。
　　これを解決するためには、行政・企業・他 NPOなどの他

組織と役割分担し、私たちは情報収集力という強みを活かし、

団体間交流を活発にするための情報交換会やイベント、団体

のスキルアップのための講座開設事業・活動をすることで、問

題解決に最も貢献することができると考えています。

　　だから私たちは団体間交流を活発にするための情報交

換会やイベント、団体のスキルアップのための講座開設をす

ることで市民活動団体が活き活きと活動している社会を実

現します。

2　この度は、「全 6 回 NPO マネジメント講座」の案内を見て、

各分野とも重要度が高く良く構成されており、即決で 2 名を

参加させていただきました。
　　私たちは、中間支援団体の位置づけ、役割が不明確なまま

日常業務優先で活動をしておりました。

　　今回の「NPO マネジメント講座」を受講して、「社会を変え

る計画の策定」「マーケティング戦略の策定」「ファンドレイジン

グ戦略の策定」「実行計画」と日頃悩んでいる課題が明確化さ

れ取り組む勇気と希望が生まれました。

　　今後は、私ども独自の課題が山積しておりますが、組織造を

　見直し、1 つ 1 つよく整理し、出来ること、出来ないこと、手段、

手法を職員共有しミッション達成に向け着実に実行していき

たいと思います。
　　つきましては、今回企画くださった、ふくしま地域活動団体

サポートセンター、講師の長浜先生・山元先生、各参加団体

の皆様方には、今後、何かと相談することが多くなると思いま

すが、よろしくお願いいたします。

3　今回の講座をとおして、ミッションが明確化され共有するこ

とが出来ました。ただそれの達成のためには、基本となるデー

ターが不足していることと、私たちの更なるスキルアップが必要

と考えました。
　　特に早急に、市民活動団体の実態調査と、アンケート調査

を実施し各活動団体が私たちに求めているニーズを確認し、

重要度、優先度を洗い出し、今後企画している、情報交換会、

イベント、各種講座のグレードアップに活かします。

4　NPO は日々 の目先の業務に追われがちですが、今回の講

座で取り組まれたような団体の存在意義や役割を認識し、そ

れを団体内で共有することがスタート地点です。講座をとおし

て明らかになった現状の問題点に対して、あせらず 1 つ 1 つ

確実に答えを導き出し、小さな成果をコツコツ積み上げられる

組織体質を作っていきましょう。

　について話し合う機会を設けたりすることがいかに重要なの

かを再認識しました。
　　団体の変化としては、「マネジメントチーム」が形成され、

団体そのものや今後の団体方針について、考える時間や場

が形成されたことです。震災から5年という節目を迎える今年

は、勝負の年になるので、マネジメントチームが中心となり、

戦略を練っていきます。小さなことをコツコツと、小さなことか

ら確実に実現させることができる機能を持たせていきます。

3　現在、企画中の事業は、情報発信と交流の場を形成する

事業です。具体的には、支援者同士の交流の場や各地域で

活躍しているNPOやふくしま復興応援隊・地域おこし協力隊

の方々の活動を紹介するブースを設けたり、JAと協働・連携

して福島の農作物をPRしたりすることができる場の形成事業

を企画しています。

4　重要かつ緊急度の低い案件は組織内の対応でも後回しに

されがちですが、実はここにこそ組織の中長期的な方針を左

右する要素が隠れています。そしてその答えを導く手段は“対

話”しかありません。そのため時間に価値を見出し、丁寧に

話し合いを重ねながら組織運営を進められることこそ真のマ

ネジメント力だと思います。 

ミッションミッション ビジョンビジョン団体の と　　　　を
即答できますか？
団体の　　　　と　　　　を
即答できますか？

一般社団法人

ふくしま連携復興センター

1　私が実現したいのは、互いを思いやる心を持ち、幸せで未来に希望がもてるという社会です。　　しかし、現在の地域社会は、「幼少期」「成長期」に「本人」「世間」「家庭」「学校」で教育された①「固定観念による思考」②「競争や悪意を呼ぶ言葉の習慣」③「庶民の生活に貢献しないルールへの不安」④「見えないものへの恐怖」などにより未来に対しての希望がもてず、今、ここにある幸せに気づかずに生きづらさを感じるという構造になっていて実現できていません。　　これを解決するためには、行政・企業・他NPOなどの他組織と役割分担し、私は「フクシマという知名度」「目に見えない問題で複雑骨折中のいわき市」「認定NPO」という強みを活かし　①固定観念や言葉の習慣をかえ、一緒にいるとワクワクする仲間をつくる「協賛券によるサンキュー寺小屋」事業　②相手を思いやる心を育て見えないものへの恐怖を解決する「お布施の清心による寄付や募金」事業③自分達のルールづくりの第一歩を歩み出す「ボランティアの習慣をつけるワークショップ」事業という活動をすることで、問題解決に最も貢献することができると考えています。　　だから私は　①協賛券によるサンキュー寺子屋事業②お布施の清心（精神）による寄付や募金事業③ボランティアの習慣を育てるワークショップ事業という活動をすることで互いを思いやる心を持ち、幸せで未来に希望が持てるという社会を実現します。
2　『社会を変える計画』から始まった“本気で学ぶＮＰＯマネジメント講座”はタイトル通りアップテンポで熱量の高い講座だった。

１.ＮＰＯには社会を変える力がある２.何を達成するのか明確な御柱をたて、シンプルに進んでいく事が大切
３.協力者・賛同者を得ることが資金面でも活動面でも継続の鍵になる
４.競争・争奪・崩壊という社会ではなく笑い・感謝・平等をテーマに、行政・企業・他ＮＰＯや地域と共に問題解決に取り組む調和の社会が構築できるのがＮＰＯである。ＮＰＯの本質を学び、理想とする組織・達成したい目的・その為に今やることやらないこと等、もつれた毛糸を丁寧にほぐし、明確な未来に向けての一歩を踏み出す講座であった。

3　お陰様で目標がスッキリし、やる事が見えた。『心に愛のポケットを』では、これまでの苦労を輝きに変える“おついたち会”と“プチ学習茶話会”を開催。『炊き出しワークショップ＋学習ランチ会』では広域連携を目指し、『心の元気と体の健康』講座も新たにスタートさせる等、ワクワクする調和の企画が沢山飛び出している。
4　NPOが解決しようとしている地域や社会の課題はとても１団体だけで解決できるようなものではありません。自分たちの目指す理想的な社会の実現に向け、自分たちにできることと自分たちにしかできないことを見極めながら、お互いの力を借り合うという発想が必要です。その際に必要なのは、個々人の“情熱”です。植木さんの持つ情熱をこれからも大事にしてください。

植木　秀子 氏

認定NPO法人
元気の素カンパニー
以和貴
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イ  ロ  ハイ  ロ  ハNPO法人のおしえて！

イイ ロロ ハハ総会の総会の

Q.2 総会前の準備に
必要なことは何
でしょうか？

A.2 総会を開催するために、日時の決定から会場の予約、招集通知の作成や議案書の
発送などの準備をする必要があります。まずは、総会までの大まかな流れを理解して
から、余裕をもって計画的に準備を進めましょう。また、総会の開催において必要な
決まりが記載されている自分たちの定款についても、事前に目を通しておく必要があ
ります。

Q.3 総会当日の注意
点を教えてくだ
さい。

A.3 総会の開催は、議決権を有する一定数の会員の出席が必要となります。「総会の定
足数」については、定款の条文を確認しましょう。また、総会を円滑に進めるために
は、議決のルールや議決事項について把握しておく必要があります。議決事項につ
いては、事前に通知していた事項に限る場合がありますので注意しましょう。さらに、
開催の記録として議事録を作成する必要があります。議事録の記載事項について
は、定款の条文「総会の議事録」を確認しておきましょう。

Q.4 総 会 終 了 後 に
整えておくことは
ありますか？

A.4 総会終了後、法人は事業報告書等を事業年度終了後3か月以内に所轄庁に提出し
なければなりません。また、提出した書類は全ての事務所に備え置かなければなりま
せん。さらに、役員の変更(新任・再任・任期満了・死亡・辞任・解任・住所の異動・
改姓又は改名など)があった場合には、遅滞なく、役員変更届出書を所轄庁に提出
しなければなりません。なお、役員全員が任期満了と同時に再任され、住所の異動
などの変更がない場合であっても届出が必要です。

Q.1 NPO法 人 が「総
会」を開くことに
はどのような意味
がありますか？

A.1 総会とは、NPO法人の会員（社員）によって構成される会議のことをいいます。法
人の最高の意思決定機関であり、必ず設置しなければならない機関です。総会
には通常総会と臨時総会の2種類あります。  ※通常総会は少なくとも年1回

イイ ロロ ハハ決算の決算の
Q.5 NPO法人の「決

算」とはどのよう
なことですか？

A.5 決算とは、1年間の収益・費用を計算し、利益や損失を計算することをいいます。
NPO法人には、1年間の会計処理内容の検証・確認をし、期日内に申告と納税をす
る義務があります。納税までを含めて決算ということもあります。

Q.6 決算はどのように
進めればいいで
すか？

A.6 まず、決算をおこなう前に、帳簿や契約書、定款、予算書などを確認することが大
切です。これらの決算関連書類を揃えたうえで、検証・確認した後に決算作業を
おこないましょう。決算の流れとしては、①決算事務②監事の監査③理事会の承
認④総会の承認⑤税務申告となります。また、事業報告書を所轄庁へ提出する
期限が、事業年度終了後3か月以内であるのに対し、税務申告を税務署へ提出
する期限は、事業年度終了後2か月以内でありますので、両者の提出期限を混同
しないようご注意ください。

Q.7「資 産の 総 額の
登 記」とは 何 で
すか？

A.7 決算承認後、NPO法人は事業年度終了後2か月以内に、事業年度末日の資産の
総額を法務局に登記しなければなりません。「資産の総額」とは、資産合計金額
から負債合計金額を差し引いた正味財産のことを言います。資産の総額に変更
がある場合は、「資産総額の変更登記」をおこないます。登記は、主たる事務所
の所在地と従たる事務所の所在地とも、事業年度終了後2か月以内に、各所轄
の法務局でおこないます。詳しくは、お近くの法務局にお問い合わせください。
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認定 NPO 法人になるためには、さまざまな手続きが必要になります。
この連載では、全４回にわたり、認定手続きの手順や注意点について紹介します。

認定NPO法人のための基礎知識その4
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第四回認定の手続きについて

　本シリーズの第１回目では、認定特定非営利活動（認定NPO）法人制度にはどのような税制上の特例措置があるか、
第2回目では、認定を取得するためにはどのような要件を満たすべきかについて解説しました。さらに第3回目において
は、これらの必要な要件のなかでも一番難関とみなされているPST（パブリック・サポート・テスト）に焦点を合わせ、や
や詳しく説明してきました。今回は最終回となりますので、これまでの法律改正の流れなどに関連させながら、認定
NPO制度が徐々に手が届き易い内容に変化してきたことについて、さらには取得後のフォローアップのポイントなどにつ
いて触れておくことにしましょう。
　認定NPO法人制度は、NPO法人の活動を支援するために税制上の優遇措置を付与するなど、NPO法人への寄附
を促すために設けられた制度です。制度導入当初（2001年）は国税庁長官が認定を行う制度でしたが、その後平成
24年４月１日から所轄庁が認定を行う新たな認定制度として法改定がなされました。また同時に、スタートアップ支援の
ため、設立後５年以内のNPO法人を対象とする仮認定NPO法人制度も導入されました。こうした制度改定の背景に
は、NPOの認証数は比較的順調に推移してきたものの、認定NPO取得要件の選択肢が限られていたり税制優遇の幅
が小さかったために、認定NPOの数が相対的に伸びなかったとも言われています。たとえば、国税庁所管の全国の認
定NPO法人は僅か105法人に過ぎなかったのですが、法改定後の現在（平成27年12月末）では認定・仮認定併せて
845法人が活動しています。
　しかし留意しなければならないことは、認定を取得することによって自動的に寄附金が増えることはありません。それ
を契機に寄附金に支えられる事業提案を行い、多くの支援者を活動に巻き込んで行く必要があります。また、さまざまな
報告義務が増え、積極的な情報公開も求められます。認定取得が決してゴールではなく、より多くの支援者の思いを受
け留めるような持続的事業展開が期待されるのではないでしょうか。

　認定や仮認定を受けるためには、おおまかに図のような手続きが必要になりま
す。第4回の今回は、❻について紹介します。

　なお、認定特定非営利活動法人制度について詳しくは、福島県文化振興課のホームペー
ジをご覧ください。

県内の認定NPO法人に係る手続き等（図の❷以降）は、法人事務
所の所在地に関わらず福島県文化振興課が窓口となっています。

NPO法人を設立します

県文化振興課へ相談します

設立から一定期間経過後
県文化振興課へ申請書類を提出します

認定／不認定の通知がされます

6ヶ月以内に審査がおこなわれます

報告や情報公開等の義務があります

認定手続きの流れ

❶認証NPO法人

❷所轄庁への事前相談

❸申請書の提出

❹審査

❺認定・仮認定／不認定

❻認定後の義務など

福島県文化振興課　NPOに関するページ　http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11055a/npo1.html
内閣府　NPOホームページ　https://www.npo-homepage.go.jp/

手続き等の窓口について

❻認定後の義務について
認定NPO法人になると、いくつかの義務が生じます。

（1）認定NPO法人等の報告義務
　認定NPO法人等は、毎事業年度1回NPO法人に義務付けられている事業
報告書等の提出書類だけではなく（注1）、役員報酬規定や収益の明細、借入
金の明細等一定の書類を所轄庁に提出しなければなりません（注2）。提出書
類の詳細については、下記の福島県文化振興課のホームページにてご確認く
ださい。

（注1）すべてのNPO法人は、条例で定めるところにより、毎事業年度1回、所轄庁に事業報告
書等を提出する必要があります。

（注2）2以上の都道府県の区域内に事務所を設置する認定NPO法人等は、所轄庁のほか所
轄庁以外の関係知事にも提出しなければなりません。

（2）認定NPO法人等の情報公開
　認定NPO法人等は、毎事業年度所轄庁に提出する書類について閲覧の請
求があった場合には、正当な理由がある場合を除いて、これをその事務所に
おいて閲覧させなければなりません。また、所轄庁でも同様に閲覧対象となり
ます。閲覧対象書類の詳細についても、下記の福島県文化振興課のホーム
ページにてご確認ください。

【認定NPO制度の法改正と認定取得後のフォローアップ】
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イ  ロ  ハイ  ロ  ハNPO法人のおしえて！

イイ ロロ ハハ総会の総会の

Q.2 総会前の準備に
必要なことは何
でしょうか？

A.2 総会を開催するために、日時の決定から会場の予約、招集通知の作成や議案書の
発送などの準備をする必要があります。まずは、総会までの大まかな流れを理解して
から、余裕をもって計画的に準備を進めましょう。また、総会の開催において必要な
決まりが記載されている自分たちの定款についても、事前に目を通しておく必要があ
ります。

Q.3 総会当日の注意
点を教えてくだ
さい。

A.3 総会の開催は、議決権を有する一定数の会員の出席が必要となります。「総会の定
足数」については、定款の条文を確認しましょう。また、総会を円滑に進めるために
は、議決のルールや議決事項について把握しておく必要があります。議決事項につ
いては、事前に通知していた事項に限る場合がありますので注意しましょう。さらに、
開催の記録として議事録を作成する必要があります。議事録の記載事項について
は、定款の条文「総会の議事録」を確認しておきましょう。

Q.4 総 会 終 了 後 に
整えておくことは
ありますか？

A.4 総会終了後、法人は事業報告書等を事業年度終了後3か月以内に所轄庁に提出し
なければなりません。また、提出した書類は全ての事務所に備え置かなければなりま
せん。さらに、役員の変更(新任・再任・任期満了・死亡・辞任・解任・住所の異動・
改姓又は改名など)があった場合には、遅滞なく、役員変更届出書を所轄庁に提出
しなければなりません。なお、役員全員が任期満了と同時に再任され、住所の異動
などの変更がない場合であっても届出が必要です。

Q.1 NPO法 人 が「総
会」を開くことに
はどのような意味
がありますか？

A.1 総会とは、NPO法人の会員（社員）によって構成される会議のことをいいます。法
人の最高の意思決定機関であり、必ず設置しなければならない機関です。総会
には通常総会と臨時総会の2種類あります。  ※通常総会は少なくとも年1回

イイ ロロ ハハ決算の決算の
Q.5 NPO法人の「決

算」とはどのよう
なことですか？

A.5 決算とは、1年間の収益・費用を計算し、利益や損失を計算することをいいます。
NPO法人には、1年間の会計処理内容の検証・確認をし、期日内に申告と納税をす
る義務があります。納税までを含めて決算ということもあります。

Q.6 決算はどのように
進めればいいで
すか？

A.6 まず、決算をおこなう前に、帳簿や契約書、定款、予算書などを確認することが大
切です。これらの決算関連書類を揃えたうえで、検証・確認した後に決算作業を
おこないましょう。決算の流れとしては、①決算事務②監事の監査③理事会の承
認④総会の承認⑤税務申告となります。また、事業報告書を所轄庁へ提出する
期限が、事業年度終了後3か月以内であるのに対し、税務申告を税務署へ提出
する期限は、事業年度終了後2か月以内でありますので、両者の提出期限を混同
しないようご注意ください。

Q.7「資 産の 総 額の
登 記」とは 何 で
すか？

A.7 決算承認後、NPO法人は事業年度終了後2か月以内に、事業年度末日の資産の
総額を法務局に登記しなければなりません。「資産の総額」とは、資産合計金額
から負債合計金額を差し引いた正味財産のことを言います。資産の総額に変更
がある場合は、「資産総額の変更登記」をおこないます。登記は、主たる事務所
の所在地と従たる事務所の所在地とも、事業年度終了後2か月以内に、各所轄
の法務局でおこないます。詳しくは、お近くの法務局にお問い合わせください。
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や詳しく説明してきました。今回は最終回となりますので、これまでの法律改正の流れなどに関連させながら、認定
NPO制度が徐々に手が届き易い内容に変化してきたことについて、さらには取得後のフォローアップのポイントなどにつ
いて触れておくことにしましょう。
　認定NPO法人制度は、NPO法人の活動を支援するために税制上の優遇措置を付与するなど、NPO法人への寄附
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が小さかったために、認定NPOの数が相対的に伸びなかったとも言われています。たとえば、国税庁所管の全国の認
定NPO法人は僅か105法人に過ぎなかったのですが、法改定後の現在（平成27年12月末）では認定・仮認定併せて
845法人が活動しています。
　しかし留意しなければならないことは、認定を取得することによって自動的に寄附金が増えることはありません。それ
を契機に寄附金に支えられる事業提案を行い、多くの支援者を活動に巻き込んで行く必要があります。また、さまざまな
報告義務が増え、積極的な情報公開も求められます。認定取得が決してゴールではなく、より多くの支援者の思いを受
け留めるような持続的事業展開が期待されるのではないでしょうか。

　認定や仮認定を受けるためには、おおまかに図のような手続きが必要になりま
す。第4回の今回は、❻について紹介します。

　なお、認定特定非営利活動法人制度について詳しくは、福島県文化振興課のホームペー
ジをご覧ください。
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福島県文化振興課　NPOに関するページ　http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11055a/npo1.html
内閣府　NPOホームページ　https://www.npo-homepage.go.jp/

手続き等の窓口について

❻認定後の義務について
認定NPO法人になると、いくつかの義務が生じます。

（1）認定NPO法人等の報告義務
　認定NPO法人等は、毎事業年度1回NPO法人に義務付けられている事業
報告書等の提出書類だけではなく（注1）、役員報酬規定や収益の明細、借入
金の明細等一定の書類を所轄庁に提出しなければなりません（注2）。提出書
類の詳細については、下記の福島県文化振興課のホームページにてご確認く
ださい。

（注1）すべてのNPO法人は、条例で定めるところにより、毎事業年度1回、所轄庁に事業報告
書等を提出する必要があります。

（注2）2以上の都道府県の区域内に事務所を設置する認定NPO法人等は、所轄庁のほか所
轄庁以外の関係知事にも提出しなければなりません。

（2）認定NPO法人等の情報公開
　認定NPO法人等は、毎事業年度所轄庁に提出する書類について閲覧の請
求があった場合には、正当な理由がある場合を除いて、これをその事務所に
おいて閲覧させなければなりません。また、所轄庁でも同様に閲覧対象となり
ます。閲覧対象書類の詳細についても、下記の福島県文化振興課のホーム
ページにてご確認ください。

【認定NPO制度の法改正と認定取得後のフォローアップ】
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情報ライン
各地域の中間支援センター

情報掲示板

「神楽殿寺子屋」のお知らせ

「平成27年度ふるさと・きずな維持・再生支援事業成果報告会」開催のお知らせ
◎公  演  日／平成 28 年 3 月 9 日（水）　開演 13：30 ～ 17：10
◎場　　所／杉妻会館　4 階　洋大会議室 ( 牡丹 )　〒960－8065　福島県福島市杉妻町 3－45　TEL：024－523－5161（代）
◎プログラム／13：30 ～ 13：35　開会（挨拶等）
 13：35 ～ 16：10　発表（成果報告、質疑応答）
 16：10 ～ 16：40　交流会（参加者交流、名刺交換等）
 16：40 ～ 17：10　来年度の NPO 関連事業の説明
 17：10 閉会
 ※会場内に各団体の活動紹介のパネルを展示します。 ※プログラムの内容・時間は予告なく変更になる場合があります。
◎申し込み方法／電話・FAX、または HP の入力フォームより事前にお申し込みください。
◎参  加  費／無料。どなたでも参加できます。
◎主　　催／福島県　　◎事務局／ふくしま地域活動団体サポートセンター
◎運営受託／認定特定非営利活動法人ふくしまNPO ネットワークセンター
◎問合せ先／ふくしま地域活動団体サポートセンター
 〒960－8043　福島県福島市中町8番2号福島県自治会館7階
 TEL：024－521－7333　FAX：024－523－2741　E－mail：saposen@f－npo.jp　
 URL：http://www.f－saposen.jp

「3.11ふくしま追悼復興祈念行事」のお知らせ
＜東日本大震災追悼復興祈念式＞
東日本大震災の犠牲者へ哀悼の意を捧げ、復興に向けたメッセージを発します。
◎日　　時／平成 28 年 3 月 11 日（金）　開場 14：00 　開会 14：30
◎場　　所／福島県文化センター 小ホール　〒960－8116　福島県福島市春日町 5－54
◎出　　演／朗読者：杉　良太郎 氏　ヴァイオリニスト：吉田　友美 氏
＜ふくしまコンサート～復興のひびき～＞
県民とゲストが心一つに、未来への希望を込めたハーモニーを奏でます。
◎日　　時／平成 28 年 3 月 11 日（金）　開場 17：00 　開会 17：30
◎場　　所／福島県文化センター 大ホール　〒960－8116　福島県福島市春日町 5－54
◎出　　演／Ｍａｙ Ｊ．（歌手）　ａｖｅ( シンガーソングライター）ほか、県内の中学生・高校生 等
＜キャンドルナイト～希望のあかり～＞

「育もう、ふくしま。～繋げ、子供たちの未来へ～」をコンセプトに追悼のキャンドルを灯します。
◎地域・日程・会場／
　県北会場（福島市） 3 月 11 日（金）17：30 ～ 街なか広場（福島市本町 17－1） 
　県中会場（郡山市） 3 月 11 日（金）17：30（予定） ビッグパレットふくしま（郡山市南 2 丁目 52)
　県南会場（白河市） 3 月 11 日（金）17：30 ～ 白河市民会館（白河市手代町 22－1）
　会津会場（会津若松市） 3 月 5  日（土）17：30 ～ 福島県立博物館（会津若松市城東町 1－25） 
　南会津会場（南会津町） 3 月 11 日（金）17：30 ～ 御蔵入交流館（南会津町田島宮本東 22） 
　相双会場（南相馬市） 3 月 5  日（土）17：00 ～ 南相馬ジャスモール敷地内（南相馬市原町区大木戸金場 77） 
　いわき会場（いわき市） 3 月 6  日（日）16：00 ～ いわき市平中央公園（いわき市平字三崎 1）
◎申し込み不要・入場無料
◎申込みに関するお問い合せ／ 3.11 ふくしま追悼復興祈念行事事務局　TEL：024-531-4321
 受付時間：平日 10：00 ～ 16：00（土・日・祝日は除く）
◎各行事に関するお問い合せ／福島県企画調整課　TEL：024-521-8627
 受付時間：平日 8：30 ～ 17：15（土・日・祝日は除く）
 URL：http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11015a/kikaku-311-01.html

旭ヶ岡公園奥にある『かぐらでん』で景観を楽しみながら今年も須賀川の歴史・文化・樹木を学ぼう！新企画、樹木医の先生
と一緒にバスで須賀川の「樹木巡り」をしてみませんか？
◎日　　時／第 5 回　2016 年 4 月 21 日（木）　13：00 ～ 17：00「樹木巡り」
◎講　　師／鈴木　俊行 氏（福島県樹木医会事務局長、福島空港公園事務所長、樹木医）
◎参  加  費／ 1000 円（資料・茶菓子付き）
◎場　　所／朝日稲荷神社  神楽殿（旭ヶ岡公園奥）オレンジの旗目印　　◎主　　催／須賀川知る古会
◎申し込み先／事務局 TEL：0248－75－3005　FAX：0248－75－3006
 須賀川知る古会－ココログ　http://shiruko.cocolog－nifty.com/

講座・イベント情報
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助成金情報
これからでも申し込みできる助成金情報です。
内容は抜粋していますので、
詳細については、実施団体やホームページでご確認ください。

●申込期間／ 2016年2月22日（月）～ 3月31日（木）必着　●上限金額／ 1団体あたり標準額50万円／上限額100万円
●参考URL ／ http://www.mcfund.or.jp

◇子どもの健全育成

対象事業／「子どもを守る」をキーワードに子どもたちの健やかな育ちを応援する活動

2016年度（第14回）ドコモ市民活動団体への助成募集　【支援元／ NPO法人モバイル・コミュニケーション・ファンド（MCF）】

チャレンジして
みよう！

対象事業／ (1)申請者が小学生以下の子どもを対象に行う、緑化や自然体験などの環境保全に関する体験・学習活動。
 (2)事業は平成28年7月1日から平成29年3月15日までの間に実施・完了するものであること。ただし、事業が概ね平成28年度を通じて
 実施されるものである場合には、平成28年4月1日以降に開始することを妨げない。
 (3)事業に対し同様の助成を他から受けていないこと、あるいは受ける予定がないこと。

●申込期間／平成28年2月1日（月）～ 5月20日（金）まで（必着）　●上限金額／ 1件当たり50万円　●参考URL ／ http://www.takahara-env.or.jp/

◇環境の保全、子どもの健全育成

子どもたちの環境学習活動に対する助成事業　　【支援元／公益財団法人高原環境財団】

対象事業／ (1)申請者が、①屋上、②建物の外壁面、③駐車場、④空地、等で行う新たな緑化事業で、樹木、芝、多年草等を植栽するもの。
 (2)事業は平成28年7月1日から平成29年3月15日までの間に実施・完了するものであること。ただし、播種、育苗等の緑化準備については、
 平成28年4月1日以降に開始することを妨げない。
 (3)事業用地は、申請者が所有または管理する土地、あるいは所有者との間で使用の合意が得られている土地であること。
 (4)事業に対し同様の助成を他から受けていないこと、あるいは受ける予定がないこと。 

●申込期間／平成28年2月1日（月）～ 5月20日（金）まで（必着）　●上限金額／ 1件当たり200万円　●参考URL ／ http://www.takahara-env.or.jp/

◇まちづくりの推進、環境の保全

緑化を伴うヒートアイランド対策に関する助成事業　　【支援元／公益財団法人高原環境財団】

対象事業／ (1)被災者・被災地を応援する目的で行われる芸術・文化活動。
 (2)被災地の有形無形の文化資源を再生していく活動。
 (3)その他、当ファンドの目的に合致すると判断される活動。
 ＊第14回選考会は2016年6月14日（火）以降の活動を対象とする。

●申込期間／原則年2回 募集。現在第14回選考会への申請を受付中（2016年5月9 日締切）　●上限金額／ 50万円
●参考URL ／ http://www.mecenat.or.jp/gbfund/

◇学術・文化・芸術またはスポーツの振興

東日本大震災  芸術・文化による復興支援ファンド「GBFund」　　【支援元／公益社団法人企業メセナ協議会】

対象事業／ (1)次世代を担う子どもたちの海に対する好奇心を喚起するもの。
 (2)事業を通じて、今までにない視点で海に触れたり感じられる経験を提供できるもの。
 (3)広く一般に対して、海の大切さや重要性を効果的に認識させるもの。
 (4)日本の祝日「海の日」の周知・啓発に繋がるもの。

●申込期間／第2回　2016年3月1日（火）11:00 ～ 3月15日（火）17:00まで　●上限金額／なし
●参考URL ／ http://www.nippon-foundation.or.jp/what/grant_application/programs/marine_day/

◇社会教育の推進、まちづくりの推進、学術・文化・芸術またはスポーツの振興、環境の保全、国際協力の活動、子どもの健全育成、経済活動の活性化、
　観光の振興、農山漁村または中山間地域の振興、その他

海でつながるプロジェクト2016　サポートプログラム（第2回）　　【支援元／日本財団】

対象事業／ (1)子どもを対象とする体験活動や読書活動。
 (2)子どもを対象とする体験活動や読書活動を支援する活動。

●申込期間／①郵送申請：平成28年5月9日～ 6月14日　②電子申請：平成28年5月9日～ 6月21日
●上限金額／ 1活動あたりの助成金の額は、50万円を限度とします。　●参考URL ／ http://yumekikin.niye.go.jp/jyosei/index.html

◇保健・医療または福祉の増進、社会教育の推進、まちづくりの推進、学術・文化・芸術またはスポーツの振興、環境の保全、地域安全、子どもの健全育成、情報化社会の発展

平成28年度子どもゆめ基金助成金  子どもの体験活動・読書活動（2次募集）　　【支援元／独立行政法人国立青少年教育振興機構】

対象事業／①支援金部門（全国）②リサイクルパソコン部門（全国）③東日本大震災復興支援部門
 ※なお、1つのグループからの複数部門への申請は受け付けませんのでご注意ください。

●申込期間／ 2016年3月31日（木）まで必着／郵送のみ
●上限金額／①1グループにつき、最高100万円　②1グループにつき、3台まで　③1グループにつき、最高100万円
●参考URL ／ http://www.npwo.or.jp

◇保健・医療または福祉の増進

第28回ＮＨＫ厚生文化事業団　地域福祉を支援する「わかば基金」　　【支援元／社会福祉法人ＮＨＫ厚生文化事業団】
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情報ライン
各地域の中間支援センター

情報掲示板

「神楽殿寺子屋」のお知らせ

「平成27年度ふるさと・きずな維持・再生支援事業成果報告会」開催のお知らせ
◎公  演  日／平成 28 年 3 月 9 日（水）　開演 13：30 ～ 17：10
◎場　　所／杉妻会館　4 階　洋大会議室 ( 牡丹 )　〒960－8065　福島県福島市杉妻町 3－45　TEL：024－523－5161（代）
◎プログラム／13：30 ～ 13：35　開会（挨拶等）
 13：35 ～ 16：10　発表（成果報告、質疑応答）
 16：10 ～ 16：40　交流会（参加者交流、名刺交換等）
 16：40 ～ 17：10　来年度の NPO 関連事業の説明
 17：10 閉会
 ※会場内に各団体の活動紹介のパネルを展示します。 ※プログラムの内容・時間は予告なく変更になる場合があります。
◎申し込み方法／電話・FAX、または HP の入力フォームより事前にお申し込みください。
◎参  加  費／無料。どなたでも参加できます。
◎主　　催／福島県　　◎事務局／ふくしま地域活動団体サポートセンター
◎運営受託／認定特定非営利活動法人ふくしまNPO ネットワークセンター
◎問合せ先／ふくしま地域活動団体サポートセンター
 〒960－8043　福島県福島市中町8番2号福島県自治会館7階
 TEL：024－521－7333　FAX：024－523－2741　E－mail：saposen@f－npo.jp　
 URL：http://www.f－saposen.jp

「3.11ふくしま追悼復興祈念行事」のお知らせ
＜東日本大震災追悼復興祈念式＞
東日本大震災の犠牲者へ哀悼の意を捧げ、復興に向けたメッセージを発します。
◎日　　時／平成 28 年 3 月 11 日（金）　開場 14：00 　開会 14：30
◎場　　所／福島県文化センター 小ホール　〒960－8116　福島県福島市春日町 5－54
◎出　　演／朗読者：杉　良太郎 氏　ヴァイオリニスト：吉田　友美 氏
＜ふくしまコンサート～復興のひびき～＞
県民とゲストが心一つに、未来への希望を込めたハーモニーを奏でます。
◎日　　時／平成 28 年 3 月 11 日（金）　開場 17：00 　開会 17：30
◎場　　所／福島県文化センター 大ホール　〒960－8116　福島県福島市春日町 5－54
◎出　　演／Ｍａｙ Ｊ．（歌手）　ａｖｅ( シンガーソングライター）ほか、県内の中学生・高校生 等
＜キャンドルナイト～希望のあかり～＞

「育もう、ふくしま。～繋げ、子供たちの未来へ～」をコンセプトに追悼のキャンドルを灯します。
◎地域・日程・会場／
　県北会場（福島市） 3 月 11 日（金）17：30 ～ 街なか広場（福島市本町 17－1） 
　県中会場（郡山市） 3 月 11 日（金）17：30（予定） ビッグパレットふくしま（郡山市南 2 丁目 52)
　県南会場（白河市） 3 月 11 日（金）17：30 ～ 白河市民会館（白河市手代町 22－1）
　会津会場（会津若松市） 3 月 5  日（土）17：30 ～ 福島県立博物館（会津若松市城東町 1－25） 
　南会津会場（南会津町） 3 月 11 日（金）17：30 ～ 御蔵入交流館（南会津町田島宮本東 22） 
　相双会場（南相馬市） 3 月 5  日（土）17：00 ～ 南相馬ジャスモール敷地内（南相馬市原町区大木戸金場 77） 
　いわき会場（いわき市） 3 月 6  日（日）16：00 ～ いわき市平中央公園（いわき市平字三崎 1）
◎申し込み不要・入場無料
◎申込みに関するお問い合せ／ 3.11 ふくしま追悼復興祈念行事事務局　TEL：024-531-4321
 受付時間：平日 10：00 ～ 16：00（土・日・祝日は除く）
◎各行事に関するお問い合せ／福島県企画調整課　TEL：024-521-8627
 受付時間：平日 8：30 ～ 17：15（土・日・祝日は除く）
 URL：http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11015a/kikaku-311-01.html

旭ヶ岡公園奥にある『かぐらでん』で景観を楽しみながら今年も須賀川の歴史・文化・樹木を学ぼう！新企画、樹木医の先生
と一緒にバスで須賀川の「樹木巡り」をしてみませんか？
◎日　　時／第 5 回　2016 年 4 月 21 日（木）　13：00 ～ 17：00「樹木巡り」
◎講　　師／鈴木　俊行 氏（福島県樹木医会事務局長、福島空港公園事務所長、樹木医）
◎参  加  費／ 1000 円（資料・茶菓子付き）
◎場　　所／朝日稲荷神社  神楽殿（旭ヶ岡公園奥）オレンジの旗目印　　◎主　　催／須賀川知る古会
◎申し込み先／事務局 TEL：0248－75－3005　FAX：0248－75－3006
 須賀川知る古会－ココログ　http://shiruko.cocolog－nifty.com/
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助成金情報
これからでも申し込みできる助成金情報です。
内容は抜粋していますので、
詳細については、実施団体やホームページでご確認ください。

●申込期間／ 2016年2月22日（月）～ 3月31日（木）必着　●上限金額／ 1団体あたり標準額50万円／上限額100万円
●参考URL ／ http://www.mcfund.or.jp

◇子どもの健全育成

対象事業／「子どもを守る」をキーワードに子どもたちの健やかな育ちを応援する活動

2016年度（第14回）ドコモ市民活動団体への助成募集　【支援元／ NPO法人モバイル・コミュニケーション・ファンド（MCF）】

チャレンジして
みよう！

対象事業／ (1)申請者が小学生以下の子どもを対象に行う、緑化や自然体験などの環境保全に関する体験・学習活動。
 (2)事業は平成28年7月1日から平成29年3月15日までの間に実施・完了するものであること。ただし、事業が概ね平成28年度を通じて
 実施されるものである場合には、平成28年4月1日以降に開始することを妨げない。
 (3)事業に対し同様の助成を他から受けていないこと、あるいは受ける予定がないこと。

●申込期間／平成28年2月1日（月）～ 5月20日（金）まで（必着）　●上限金額／ 1件当たり50万円　●参考URL ／ http://www.takahara-env.or.jp/

◇環境の保全、子どもの健全育成

子どもたちの環境学習活動に対する助成事業　　【支援元／公益財団法人高原環境財団】

対象事業／ (1)申請者が、①屋上、②建物の外壁面、③駐車場、④空地、等で行う新たな緑化事業で、樹木、芝、多年草等を植栽するもの。
 (2)事業は平成28年7月1日から平成29年3月15日までの間に実施・完了するものであること。ただし、播種、育苗等の緑化準備については、
 平成28年4月1日以降に開始することを妨げない。
 (3)事業用地は、申請者が所有または管理する土地、あるいは所有者との間で使用の合意が得られている土地であること。
 (4)事業に対し同様の助成を他から受けていないこと、あるいは受ける予定がないこと。 

●申込期間／平成28年2月1日（月）～ 5月20日（金）まで（必着）　●上限金額／ 1件当たり200万円　●参考URL ／ http://www.takahara-env.or.jp/

◇まちづくりの推進、環境の保全

緑化を伴うヒートアイランド対策に関する助成事業　　【支援元／公益財団法人高原環境財団】

対象事業／ (1)被災者・被災地を応援する目的で行われる芸術・文化活動。
 (2)被災地の有形無形の文化資源を再生していく活動。
 (3)その他、当ファンドの目的に合致すると判断される活動。
 ＊第14回選考会は2016年6月14日（火）以降の活動を対象とする。

●申込期間／原則年2回 募集。現在第14回選考会への申請を受付中（2016年5月9 日締切）　●上限金額／ 50万円
●参考URL ／ http://www.mecenat.or.jp/gbfund/

◇学術・文化・芸術またはスポーツの振興

東日本大震災  芸術・文化による復興支援ファンド「GBFund」　　【支援元／公益社団法人企業メセナ協議会】

対象事業／ (1)次世代を担う子どもたちの海に対する好奇心を喚起するもの。
 (2)事業を通じて、今までにない視点で海に触れたり感じられる経験を提供できるもの。
 (3)広く一般に対して、海の大切さや重要性を効果的に認識させるもの。
 (4)日本の祝日「海の日」の周知・啓発に繋がるもの。

●申込期間／第2回　2016年3月1日（火）11:00 ～ 3月15日（火）17:00まで　●上限金額／なし
●参考URL ／ http://www.nippon-foundation.or.jp/what/grant_application/programs/marine_day/

◇社会教育の推進、まちづくりの推進、学術・文化・芸術またはスポーツの振興、環境の保全、国際協力の活動、子どもの健全育成、経済活動の活性化、
　観光の振興、農山漁村または中山間地域の振興、その他

海でつながるプロジェクト2016　サポートプログラム（第2回）　　【支援元／日本財団】

対象事業／ (1)子どもを対象とする体験活動や読書活動。
 (2)子どもを対象とする体験活動や読書活動を支援する活動。

●申込期間／①郵送申請：平成28年5月9日～ 6月14日　②電子申請：平成28年5月9日～ 6月21日
●上限金額／ 1活動あたりの助成金の額は、50万円を限度とします。　●参考URL ／ http://yumekikin.niye.go.jp/jyosei/index.html

◇保健・医療または福祉の増進、社会教育の推進、まちづくりの推進、学術・文化・芸術またはスポーツの振興、環境の保全、地域安全、子どもの健全育成、情報化社会の発展

平成28年度子どもゆめ基金助成金  子どもの体験活動・読書活動（2次募集）　　【支援元／独立行政法人国立青少年教育振興機構】

対象事業／①支援金部門（全国）②リサイクルパソコン部門（全国）③東日本大震災復興支援部門
 ※なお、1つのグループからの複数部門への申請は受け付けませんのでご注意ください。

●申込期間／ 2016年3月31日（木）まで必着／郵送のみ
●上限金額／①1グループにつき、最高100万円　②1グループにつき、3台まで　③1グループにつき、最高100万円
●参考URL ／ http://www.npwo.or.jp

◇保健・医療または福祉の増進

第28回ＮＨＫ厚生文化事業団　地域福祉を支援する「わかば基金」　　【支援元／社会福祉法人ＮＨＫ厚生文化事業団】
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保健、医療または
福祉の増進

1

まちづくりの推進、社会教育の推進
子どもの健全育成2

NPO等支援

サポセン
ランキング

福島県のNPOの

あゆみ

子 ど も の 支 援 活 動 広 が る
　平成27年度の4月から平成28年1月までに福島県では
38の団体がNPO法人として認証されました。上記の団体
が定款に記載している活動分野を集計すると、特に多かっ
た活動分野は、「保健、医療または福祉の増進」で、県内
全体でも6割以上を占めています。その他、「まちづくりの推
進」「社会貢献の推進」「子どもの健全育成」などと、活動
分野を目的とした法人設立が続きます。また、新たに認証
を受けたNPO 法人の活動分野の中でも認証率が著しい
のは「子どもの健全育成」です。
　不登校やいじめ、ニートや引きこもり、児童虐待などの社
会的な問題の解決をめざす団体に加え、子どもの健康促
進や保育、学童施設の運営を目的としている団体も少なく
ありません。復興をめざす活動には「法人化」という形でと
り組む団体はさらに数を伸ばしていくことが予測されます。
サポセンは支援の多様性をめざして、皆さんのお役に立て
るようにとり組んでいきます。

・加速していく一年に、戸惑いから諦めへ【星野】
・有ることが難しいと書いて「有難い」、そんな一年でした。【齋藤（美）】
・つながることの意味を考えさせられた1年間でした。【野地】
・ここに来て5か月。まだまだ全力疾走中！【後藤】
・んっ！という間の１年でした。【山﨑】
・冬景色　堪能しながら　春を待つ。【石井】
・反省させられる一年。春まじか明るく過ごしましょう。【邉見】
・お世話になりました。ありがとうございました。【斎藤（順）】

◆県内の認証 NPO 法人団体／ 873 団体　　◆仮認定 NPO 法人団体／ 3 団体
◆認定 NPO 法人団体／ 14 団体　　　　　　　　　　　　　　  平成 28 年度 1 月 31 日現在

ふくしま地域活動団体サポートセンター 編 集 後 記

　
平
成
12
年
度
国
民
生
活
白
書

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
深
め
る
好

縁
』第
2
節
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
育
て
る

た
め
に
。
1
．Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
直
面
す

る
課
題「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
う
非
営

利
活
動
が
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
、
企
業
の
営
利
活
動
と
同

様
に
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
経
営
管

理
）が
重
要
と
な
っ
て
く
る
」（
経

済
企
画
庁
）と
、
今
か
ら
16
年

前
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

重
要
性
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
活
動

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
十
分
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
か
。
お
そ
ら
く
日
々
の

活
動
に
追
わ
れ
、お
金
や
労
働

の
管
理
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
団
体
も
少
な
く
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
16
年
の

時
を
経
て
も
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
課
題
は

変
わ
り
な
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ

ま
す
。

　
今
年
度
、ふ
く
し
ま
地
域
活

動
団
体
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
課
題
解
決
の
た
め
に

6
回
連
続
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。（
当
機
関

紙
6
〜
7
ペ
ー
ジ
）講
座
で
は
団

体
の『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
ビ
ジ
ョ
ン
』

を
確
認
し
、ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を

共
有
し
た
う
え
で
、お
金
と
人

の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
組
み
立

て
て
い
く
か
、
活
動
に
活
か
し
て

い
く
か
を
徹
底
的
に
学
び
、
団

体
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
を
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
今
後
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
活
動

の
専
門
性
を
高
め
、
安
定
し
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
発
揮
し
な
が

ら
市
民
の
共
感
を
得
て
い
く
こ

と
が
社
会
の
課
題
解
決
の
即
戦

力
に
な
り
ま
す
。
震
災
後
、
走

り
続
け
て
実
力
を
伸
ば
し
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
も
、
疲
弊
し
つ
つ
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
も
、一
度
、
勇
気
を
も
っ
て
立

ち
止
ま
り
、
し
っ
か
り
と
弱
点

を
見
直
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
が
、
持
久
力
の
あ
る
団
体

と
し
て
社
会
を
変
え
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

5

ふ
り
返
れ
ば

そ
こ
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ⅳ

NPO活動分野別認証率
ランキング

※このランキングは平成27年4月から平成28年1月までに
設立されたNPO団体の定款に記載された活動分野か
ら、掲げている分野の多い順になっています。


